
   
「原子力災害対策指針」の改正案に対する意見募集の結果について   

令和元年 7 月 3 日 

原 子 力 規 制 庁 

 

1. 経緯 

平成31年4月10日の第3回原子力規制委員会において、「安定ヨウ素剤の服用等に関す

る検討チーム」での議論を踏まえて取りまとめた「安定ヨウ素剤の服用等に関する検

討チーム会合報告書」を基に、「原子力災害対策指針」及び「安定ヨウ素剤の配布・服

用に当たって」の具体的な改正案（以下「両改正案」という。）を策定することが了

承された。 

令和元年 5月 8日の第 6回原子力規制委員会において、両改正案に対する意見募集の

実施が了承され、同年 5月 9日から 30日間、「原子力災害対策指針」の改正案について

行政手続法に基づく意見募集を実施した。 

 

2. 改正の主な内容 

① 適切な服用のタイミング及び他の防護措置との組合せ 

② 服用を優先すべき対象者 

③ 40歳以上の者への効果 

④ 副作用 

⑤ 複数回の服用を避けるべき対象者 

⑥ 服用後の経過観察 

⑦ 事前配布の対象区域における事前配布方法 

 

3. 意見募集の実施状況 

（1）意見募集の期間：令和元年 5月 9日～6月 7日 

（2）意見募集の方法：電子政府の総合窓口（e-Gov）、郵送、FAX 

（3）御意見    ：64件 

 

○ 意見募集に対して、64件の意見が寄せられた。これらの意見を参考に、第 6回

原子力規制委員会で示した「原子力災害対策指針」の改正案に対し、記載内容

の明確化や整合性の確保等のための修正を加えた（別紙 1の網掛け箇所）。 

○ 以上の修正のほか、今回寄せられた意見及びこれに対する考え方を整理した
（別紙 2）。 
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4. 今後の対応について 

意見募集の結果等を踏まえ、「原子力災害対策指針」の改正案（別紙 1）について原子

力規制委員会による決定を行う。 

 また、原子力災害対策特別措置法第 6条の 2第 3項の規定により、改正後の「原子力

災害対策指針」を、原子力規制委員会決定後速やかに官報に掲載する。併せて、原子力

規制委員会のウェブサイトにも掲載する。 

 

 

 

 

<別紙について> 

別紙 1 「原子力災害対策指針」の改正案 

別紙 2 「原子力災害対策指針」の改正案に関する全ての意見及び考え方 

 

(参考 ) 「原子力災害対策指針」及び「安定ヨウ素剤の配布・服用に当たって」の 

改正案に対する意見募集の実施について 

（令和元年 5月 8日第 6回原子力規制委員資料 3） 
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○
原
子
力
規
制
委
員
会
告
示
第

号

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
原
子
力
災

害
対
策
指
針
（
平
成
三
十
年
原
子
力
規
制
委
員
会
告
示
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
元
年

月

日
か
ら
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
表
す
る
。

令
和
元
年

月

日

原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長

更
田

豊
志

別
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍

線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

表
１

１
中
「除

く

）
」
を
「除

く

。

）
」
に
、
「１

０
条

」
を
「第

十
条

」
に
、
「１

５
条

」
を
「第

十
五
条

」
に
、
「

｜

概
ね

」
を
「お

お
む
ね

」
に
改
め
る
。

表
１

２
中
「限

る

」
を
「限

る

。

」
に
、
「要

す
る
も
の

」
を
「要

す
る
も
の

。

」
に
、
「１

０
条

」
を
「第

十
条

」
に

｜

、
「１
５
条

」
を
「第

十
五
条

」
に
改
め
る
。

表
１

３
中
「要

し
な
い
も
の

」
を
「要

し
な
い
も
の

。

」
に
、
「１

０
条

」
を
「第

十
条

」
に
、
「１

５
条

」
を
「第

十

｜
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五
条

」
に
改
め
る
。

図
１
中
「ま

た
は

」
を
「又

は

」
に
改
め
る
。

表
３
中
「講

じ
る

」
を
「講

ず
る

」
に
、
「１

ヶ
月

」
を
「１
か
月

」
に
、
「概

ね

」
を
「お

お
む
ね

」
に
、
「表

面
汚
染

密
度
よ
り

」
を
「表

面
汚
染
密
度
か
ら

」
に
改
め
る
。

※
官
報
掲
載
時
は
【
別
表
】
の
体
裁
に
よ
る
新
旧
対
照
表
を
挿
入
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別
表

下
線
箇
所
が
改
正
部
分
、
網
掛
け
箇
所
が
意
見
公
募
手
続
実
施
時
の
案
か
ら
の
変
更
点
（
う
ち
水
色
の
網
掛
け
箇
所
が
意
見
を
踏
ま
え
た
も
の
）

改

正

後

改

正

前

前
文

前
文

（
目
的
・
趣
旨
）

（
目
的
・
趣
旨
）

［
略
］

［
同
上
］

（
定
義
）

（
定
義
）

本
指
針
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
原
災
法
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物

本
指
針
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
原
災
法
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物

質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号

質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号

。
以
下
「
炉
規
法
」
と
い
う
。
）
及
び
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ

。
以
下
「
炉
規
法
」
と
い
う
。
）
及
び
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ

き
原
子
力
防
災
管
理
者
が
通
報
す
べ
き
事
象
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
四

き
原
子
力
防
災
管
理
者
が
通
報
す
べ
き
事
象
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
四

文
部
科
学
省

年

令
第
二
号
。
以
下
「
通
報
規
則
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用

年
文
部
科
学
省
・
経
済
産
業
省
令
第
二
号
。
以
下
「
通
報
規
則
」
と
い
う
。
）

経
済
産
業
省

す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
対
象
）

（
対
象
）

［
略
］

［
同
上
］

（
過
去
の
経
緯
）

（
過
去
の
経
緯
）

［
略
］

［
同
上
］

第
１

原
子
力
災
害

第
１

原
子
力
災
害

⑴

［
略
］

⑴

［
同
上
］

⑵

放
射
性
物
質
又
は
放
射
線
の
放
出
形
態
及
び
被
ば
く
の
経
路

⑵

放
射
性
物
質
又
は
放
射
線
の
放
出
形
態
及
び
被
ば
く
の
経
路

［
略
］

［
同
上
］

①

放
射
性
物
質
又
は
放
射
線
の
放
出

①

放
射
性
物
質
又
は
放
射
線
の
放
出

原
子
炉
施
設
で
想
定
さ
れ
る
放
射
性
物
質
の
放
出
形
態

原
子
炉
施
設
で
想
定
さ
れ
る
放
射
性
物
質
の
放
出
形
態

（ⅰ）

（ⅰ）

原
子
炉
施
設
に
お
い
て
は
、
多
重
の
物
理
的
防
護
壁
が
設
け
ら
れ

原
子
炉
施
設
に
お
い
て
は
、
多
重
の
物
理
的
防
護
壁
が
設
け
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
防
護
壁
が
機
能
し
な
い
場
合
は
、
放
射
性
物

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
防
護
壁
が
機
能
し
な
い
場
合
は
、
放
射
性
物

質
が
周
辺
環
境
に
放
出
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
大
気
へ
放
出
の
可
能
性

質
が
周
辺
環
境
に
放
出
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
大
気
へ
放
出
の
可
能
性

が
あ
る
放
射
性
物
質
と
し
て
は
、
気
体
状
の
ク
リ
プ
ト
ン
や
キ
セ
ノ

が
あ
る
放
射
性
物
質
と
し
て
は
、
気
体
状
の
ク
リ
プ
ト
ン
や
キ
セ
ノ

ン
等
の
放
射
性
希
ガ
ス
、
揮
発
性
の
放
射
性
ヨ
ウ
素
、
気
体
中
に
浮

ン
等
の
放
射
性
希
ガ
ス
、
揮
発
性
の
放
射
性
ヨ
ウ
素
、
気
体
中
に
浮

遊
す
る
微
粒
子
（
以
下
「
エ
ア
ロ
ゾ
ル
」
と
い
う
。
）
等
が
あ
る
。

遊
す
る
微
粒
子
（
以
下
「
エ
ア
ロ
ゾ
ル
」
と
い
う
。
）
等
が
あ
る
。
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こ
れ
ら
は
、
気
体
状
又
は
粒
子
状
の
物
質
を
含
ん
だ
空
気
の
一
団
（

こ
れ
ら
は
、
気
体
状
又
は
粒
子
状
の
物
質
を
含
ん
だ
空
気
の
一
団
（

以
下
「
プ
ル
ー
ム
」
と
い
う
。
）
と
な
り
、
移
動
距
離
が
長
く
な
る

以
下
「
プ
ル
ー
ム
」
と
い
う
。
）
と
な
り
、
移
動
距
離
が
長
く
な
る

場
合
は
拡
散
に
よ
り
濃
度
は
低
く
な
る
傾
向
が
あ
る
も
の
の
、
風
下

場
合
は
拡
散
に
よ
り
濃
度
は
低
く
な
る
傾
向
が
あ
る
も
の
の
、
風
下

方
向
の
広
範
囲
に
影
響
が
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
特
に
降
雨

方
向
の
広
範
囲
に
影
響
が
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
特
に
降
雨

雪
が
あ
る
場
合
に
は
、
地
表
に
沈
着
し
長
期
間
と
ど
ま
る
可
能
性
が

雪
が
あ
る
場
合
に
は
、
地
表
に
沈
着
し
長
期
間
留
ま
る
可
能
性
が
高

高
い
。
さ
ら
に
、
土
壌
や
が
れ
き
等
に
付
着
す
る
場
合
や
冷
却
水
に

い
。
さ
ら
に
、
土
壌
や
が
れ
き
等
に
付
着
す
る
場
合
や
冷
却
水
に
溶

溶
け
る
場
合
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
飛
散
や
流
出
に
は
特
別
な
留
意
が

け
る
場
合
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
飛
散
や
流
出
に
は
特
別
な
留
意
が
必

必
要
で
あ
る
。

要
で
あ
る
。

［
略
］

［
同
上
］

［
略
］

［
同
上
］

（ⅱ）

（ⅱ）

②

［
略
］

②

［
同
上
］

⑶

原
子
力
災
害
の
特
殊
性

⑶

原
子
力
災
害
の
特
殊
性

［
略
］

［
同
上
］

た
だ
し
、
情
報
連
絡
、
住
民
等
の
屋
内
退
避
・
避
難
、
被
災
者
の
生
活

た
だ
し
、
情
報
連
絡
、
住
民
等
の
屋
内
退
避
・
避
難
、
被
災
者
の
生
活

に
対
す
る
支
援
等
の
原
子
力
災
害
対
策
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
な

に
対
す
る
支
援
等
の
原
子
力
災
害
対
策
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
な

防
災
対
策
と
の
共
通
性
又
は
類
似
性
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
た

防
災
対
策
と
の
共
通
性
又
は
類
似
性
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
た

対
応
の
方
が
効
率
的
か
つ
実
効
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
原
子
力
災
害

対
応
の
方
が
効
率
的
か
つ
実
効
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
原
子
力
災
害

対
策
は
、
前
記
の
特
殊
性
を
考
慮
し
つ
つ
、
一
般
災
害
と
全
く
独
立
し
た

対
策
は
、
前
記
の
特
殊
性
を
考
慮
し
つ
つ
、
一
般
災
害
と
全
く
独
立
し
た

災
害
対
策
を
講
ず
る
の
で
は
な
く
、
一
般
的
な
災
害
対
策
と
連
携
し
て
対

災
害
対
策
を
講
じ
る
の
で
は
な
く
、
一
般
的
な
災
害
対
策
と
連
携
し
て
対

応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

⑷

放
射
線
被
ば
く
の
防
護
措
置
の
基
本
的
考
え
方

⑷

放
射
線
被
ば
く
の
防
護
措
置
の
基
本
的
考
え
方

原
子
力
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
前
記
⑶
で
述
べ
た
原
子
力
災
害

原
子
力
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
前
記
⑶
で
述
べ
た
原
子
力
災
害

の
特
殊
性
を
踏
ま
え
た
上
で
、
住
民
等
に
対
す
る
放
射
線
被
ば
く
の
防
護

の
特
殊
性
を
踏
ま
え
た
上
で
、
住
民
等
に
対
す
る
放
射
線
被
ば
く
の
防
護

措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
。
基
本
的
考
え
方
と
し
て
は
、

措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
。
基
本
的
考
え
方
と
し
て
は
、

国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
等
の
勧
告
、
特
にP

u
b
l
i
c
a
t
i
o
n

１
０
９
、
１

国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
等
の
勧
告
、
特
にP

u
b
l
i
c
a
t
i
o
n

１
０
９
、
１

１
１
や
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
Ｇ
Ｓ
Ｒ

P
a
r
t

７
等
の
原
則
に
の
っ
と
り
、
住
民
等

１
１
や
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
Ｇ
Ｓ
Ｒ

P
a
r
t

７
等
の
原
則
に
の
っ
と
り
、
住
民
等

の
被
ば
く
線
量
を
合
理
的
に
達
成
で
き
る
限
り
低
く
す
る
と
同
時
に
、
被

の
被
ば
く
線
量
を
合
理
的
に
達
成
で
き
る
限
り
低
く
す
る
と
同
時
に
、
被

ば
く
を
直
接
の
要
因
と
し
な
い
健
康
等
へ
の
影
響
も
抑
え
る
こ
と
が
必
要

ば
く
を
直
接
の
要
因
と
し
な
い
健
康
等
へ
の
影
響
も
抑
え
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

で
あ
る
。

第
２

原
子
力
災
害
事
前
対
策

第
２

原
子
力
災
害
事
前
対
策

⑴

［
略
］

⑴

［
同
上
］
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⑵

緊
急
事
態
に
お
け
る
防
護
措
置
実
施
の
基
本
的
考
え
方

⑵

緊
急
事
態
に
お
け
る
防
護
措
置
実
施
の
基
本
的
考
え
方

①

［
略
］

①

［
同
上
］

②

緊
急
事
態
の
初
期
対
応
段
階
に
お
け
る
防
護
措
置
の
考
え
方

②

緊
急
事
態
の
初
期
対
応
段
階
に
お
け
る
防
護
措
置
の
考
え
方

［
略
］

［
同
上
］

緊
急
事
態
区
分
及
び
緊
急
時
活
動
レ
ベ
ル
（
Ｅ
Ａ
Ｌ
）

緊
急
事
態
区
分
及
び
緊
急
時
活
動
レ
ベ
ル
（
Ｅ
Ａ
Ｌ
）

（ⅰ）

（ⅰ）

基
本
的
な
考
え
方

基
本
的
な
考
え
方

（イ）

（イ）

［
略
］

［
同
上
］

警
戒
事
態

警
戒
事
態

：
：

警
戒
事
態
は
、
そ
の
時
点
で
は
公
衆
へ
の
放
射
線
に
よ
る
影
響

警
戒
事
態
は
、
そ
の
時
点
で
は
公
衆
へ
の
放
射
線
に
よ
る
影
響

や
そ
の
お
そ
れ
が
緊
急
の
も
の
で
は
な
い
が
、
原
子
力
施
設
に
お

や
そ
の
お
そ
れ
が
緊
急
の
も
の
で
は
な
い
が
、
原
子
力
施
設
に
お

け
る
異
常
事
象
の
発
生
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
情
報
収

け
る
異
常
事
象
の
発
生
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
情
報
収

集
や
、
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
放
射
性
物
質
若
し
く
は
放
射
線

集
や
、
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
放
射
性
物
質
若
し
く
は
放
射
線

の
異
常
な
放
出
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
実
施
す
る
環
境

の
異
常
な
放
出
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
実
施
す
る
環
境

放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
準
備
、
施
設

放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
準
備
、
施
設

敷
地
緊
急
事
態
要
避
難
者
（
注
）
の
避
難
等
の
防
護
措
置
の
準
備

敷
地
緊
急
事
態
要
避
難
者
（
避
難
の
実
施
に
通
常
以
上
の
時
間
が

を
開
始
す
る
必
要
が
あ
る
段
階
で
あ
る
。

か
か
り
、
か
つ
、
避
難
の
実
施
に
よ
り
健
康
リ
ス
ク
が
高
ま
ら
な

い
要
配
慮
者
（
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百

二
十
三
号
）
第
八
条
第
二
項
第
十
五
号
に
定
め
る
要
配
慮
者
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
事
前
配
布
さ
れ
て
い
な

い
者
及
び
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用
が
不
適
切
な
者
の
う
ち
、
施
設

敷
地
緊
急
事
態
に
お
い
て
早
期
の
避
難
等
の
防
護
措
置
の
実
施
が

必
要
な
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
避
難
等
の
防
護
措
置
の
準

備
を
開
始
す
る
必
要
が
あ
る
段
階
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
原

子
力
事
業
者
は
、
警
戒
事
態
に
該
当
す
る
事
象
の
発
生
及
び
施
設

の
状
況
に
つ
い
て
直
ち
に
国
に
連
絡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
原
子
力
事
業
者
は
、
こ
れ
ら
の
経
過
に
つ
い
て
、
連
絡
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
は
、
原
子
力
事
業
者
の
情
報
を
基
に
警
戒

事
態
の
発
生
の
確
認
を
行
い
、
遅
滞
な
く
、
地
方
公
共
団
体
、
公

衆
等
に
対
す
る
情
報
提
供
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
及
び

地
方
公
共
団
体
は
、
原
子
力
施
設
の
近
傍
の
Ｐ
Ａ
Ｚ
（
⑶
②
（ⅰ）
（イ）
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で
述
べ
る
Ｐ
Ａ
Ｚ
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
内
に
お
い
て
、
実
施

に
比
較
的
時
間
を
要
す
る
防
護
措
置
の
準
備
に
着
手
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

こ
の
段
階
で
は
、
原
子
力
事
業
者
は
、
警
戒
事
態
に
該
当
す
る

［
加
え
る
。
］

事
象
の
発
生
及
び
施
設
の
状
況
に
つ
い
て
直
ち
に
国
に
連
絡
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
原
子
力
事
業
者
は
、
こ
れ
ら
の
経
過

に
つ
い
て
、
連
絡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
は
、
原
子
力
事
業

者
の
情
報
を
基
に
警
戒
事
態
の
発
生
の
確
認
を
行
い
、
遅
滞
な
く

、
地
方
公
共
団
体
、
公
衆
等
に
対
す
る
情
報
提
供
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
原
子
力
施
設
の
近
傍

の
Ｐ
Ａ
Ｚ
（
⑶
②

で
述
べ
る
Ｐ
Ａ
Ｚ
を
い
う
。
以
下
同
じ
。

（ⅰ）
（イ）

）
内
に
お
い
て
、
実
施
に
比
較
的
時
間
を
要
す
る
防
護
措
置
の
準

備
に
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
注
）

施
設
敷
地
緊
急
事
態
要
避
難
者

［
加
え
る
。
］

施
設
敷
地
緊
急
事
態
要
避
難
者
は
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

○
要
配
慮
者
（
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百

二
十
三
号
）
第
八
条
第
二
項
第
十
五
号
に
規
定
す
る
要
配
慮
者

す
な
わ
ち
高
齢
者
、
障
害
者
、
乳
幼
児
そ
の
他
の
特
に
配
慮
を

要
す
る
者
を
い
い
、
妊
婦
、
授
乳
婦
及
び
乳
幼
児
の
保
護
者
等

を
含
む
。
）
の
う
ち
、
避
難
の
実
施
に
通
常
以
上
の
時
間
が
か

か
り
、
か
つ
、
避
難
の
実
施
に
よ
り
健
康
リ
ス
ク
が
高
ま
ら
な

い
も
の

○
要
配
慮
者
以
外
の
者
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か

つ
、
早
期
の
避
難
等
の
防
護
措
置
の
実
施
が
必
要
な
も
の

（
ア
）
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
服
用
で
き
な
い
と
医
師
が
判
断
し
た

も
の

（
イ
）
（
ア
）
の
ほ
か
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
事
前
配
布
さ
れ
て

い
な
い
も
の

施
設
敷
地
緊
急
事
態

［
略
］

施
設
敷
地
緊
急
事
態

［
同
上
］

：
：

全
面
緊
急
事
態

全
面
緊
急
事
態

：
：
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全
面
緊
急
事
態
は
、
原
子
力
施
設
に
お
い
て
公
衆
に
放
射
線
に

全
面
緊
急
事
態
は
、
原
子
力
施
設
に
お
い
て
公
衆
に
放
射
線
に

よ
る
影
響
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
高
い
事
象
が
生
じ
た
た
め
、
重

よ
る
影
響
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
高
い
事
象
が
生
じ
た
た
め
、
重

篤
な
確
定
的
影
響
を
回
避
し
又
は
最
小
化
す
る
た
め
、
及
び
確
率

篤
な
確
定
的
影
響
を
回
避
し
又
は
最
小
化
す
る
た
め
、
及
び
確
率

的
影
響
の
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
た
め
、
迅
速
な
防
護
措
置
を
実
施

的
影
響
の
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
た
め
、
迅
速
な
防
護
措
置
を
実
施

す
る
必
要
が
あ
る
段
階
で
あ
る
。

す
る
必
要
が
あ
る
段
階
で
あ
る
。

こ
の
段
階
で
は
、
原
子
力
事
業
者
は
、
全
面
緊
急
事
態
に
該
当

こ
の
段
階
で
は
、
原
子
力
事
業
者
は
、
全
面
緊
急
事
態
に
該
当

す
る
事
象
の
発
生
及
び
施
設
の
状
況
に
つ
い
て
直
ち
に
国
及
び
地

す
る
事
象
の
発
生
及
び
施
設
の
状
況
に
つ
い
て
直
ち
に
国
及
び
地

方
公
共
団
体
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
原
子
力
事

方
公
共
団
体
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
原
子
力
事

業
者
は
、
原
子
力
災
害
の
発
生
又
は
拡
大
の
防
止
の
た
め
に
必
要

業
者
は
、
原
子
力
災
害
の
発
生
又
は
拡
大
の
防
止
の
た
め
に
必
要

な
応
急
措
置
を
行
い
、
そ
の
措
置
の
概
要
に
つ
い
て
、
報
告
し
な

な
応
急
措
置
を
行
い
、
そ
の
措
置
の
概
要
に
つ
い
て
、
報
告
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
は
、
全
面
緊
急
事
態
の
発
生
の
確
認
を
行

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
は
、
全
面
緊
急
事
態
の
発
生
の
確
認
を
行

い
、
遅
滞
な
く
、
地
方
公
共
団
体
、
公
衆
等
に
対
す
る
情
報
提
供

い
、
遅
滞
な
く
、
地
方
公
共
団
体
、
公
衆
等
に
対
す
る
情
報
提
供

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
Ｐ
Ａ

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
Ｐ
Ａ

Ｚ
内
に
お
い
て
、
基
本
的
に
全
て
の
住
民
等
を
対
象
に
避
難
や
安

Ｚ
内
に
お
い
て
、
基
本
的
に
全
て
の
住
民
等
を
対
象
に
避
難
や
安

定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用
等
の
予
防
的
防
護
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用
等
の
予
防
的
防
護
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
（
⑶
②

で
述
べ
る
Ｕ
Ｐ
Ｚ
を
い
う

ら
な
い
。
ま
た
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
（
⑶
②

で
述
べ
る
Ｕ
Ｐ
Ｚ
を
い
う

（ｉ）
（ロ）

（ｉ）
（ロ）

。
以
下
同
じ
。
）
内
に
お
い
て
は
、
屋
内
退
避
を
実
施
す
る
と
と

。
以
下
同
じ
。
）
内
に
お
い
て
は
、
屋
内
退
避
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
事
態
の
規
模
、
時
間
的
な
推
移
に
応
じ
て
、
Ｐ
Ａ
Ｚ
内
と

も
に
、
事
態
の
規
模
、
時
間
的
な
推
移
に
応
じ
て
、
Ｐ
Ａ
Ｚ
内
と

同
様
、
避
難
等
の
予
防
的
防
護
措
置
を
講
ず
る
こ
と
も
必
要
で
あ

同
様
、
避
難
等
の
予
防
的
防
護
措
置
を
講
じ
る
こ
と
も
必
要
で
あ

る
。

る
。

具
体
的
な
基
準

具
体
的
な
基
準

（ロ）

（ロ）

こ
れ
ら
の
緊
急
事
態
区
分
に
該
当
す
る
状
況
で
あ
る
か
否
か
を

こ
れ
ら
の
緊
急
事
態
区
分
に
該
当
す
る
状
況
で
あ
る
か
否
か
を

原
子
力
事
業
者
が
判
断
す
る
た
め
の
基
準
と
し
て
、
原
子
力
施
設

原
子
力
事
業
者
が
判
断
す
る
た
め
の
基
準
と
し
て
、
原
子
力
施
設

に
お
け
る
深
層
防
護
を
構
成
す
る
各
層
設
備
の
状
態
、
放
射
性
物

に
お
け
る
深
層
防
護
を
構
成
す
る
各
層
設
備
の
状
態
、
放
射
性
物

質
の
閉
じ
込
め
機
能
の
状
態
、
外
的
事
象
の
発
生
等
の
原
子
力
施

質
の
閉
じ
込
め
機
能
の
状
態
、
外
的
事
象
の
発
生
等
の
原
子
力
施

設
の
状
態
等
に
基
づ
き
緊
急
時
活
動
レ
ベ
ル
（E

m
e
r
g
e
n
c
y

A
c
t
i

設
の
状
態
等
に
基
づ
き
緊
急
時
活
動
レ
ベ
ル
（E

m
e
r
g
e
n
c
y

A
c
t
i

o
n

L
e
v
e
l

以
下
「
Ｅ
Ａ
Ｌ
」
と
い
う
。
）
を
設
定
す
る
。
具
体

o
n

L
e
v
e
l

以
下
「
Ｅ
Ａ
Ｌ
」
と
い
う
。
）
を
設
定
す
る
。
具
体

。
。

的
な
Ｅ
Ａ
Ｌ
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
各
原
子
力
施
設
の
特
性
及
び

的
な
Ｅ
Ａ
Ｌ
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
各
原
子
力
施
設
の
特
性
及
び

立
地
地
域
の
状
況
に
応
じ
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
示
す
Ｅ
Ａ
Ｌ

立
地
地
域
の
状
況
に
応
じ
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
示
す
Ｅ
Ａ
Ｌ

の
枠
組
み
（
表
２
）
及
び
後
記

を
踏
ま
え
原
子
力
事
業
者
が
行

の
枠
組
み
（
表
２
）
及
び
下
記

を
踏
ま
え
原
子
力
事
業
者
が
行

（ハ）

（ハ）

う
。

う
。
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Ｅ
Ａ
Ｌ
の
運
用

Ｅ
Ａ
Ｌ
の
運
用

（ハ）

（ハ）

原
子
力
事
業
者
は
、
前
記

を
踏
ま
え
た
Ｅ
Ａ
Ｌ
の
設
定
を
行

原
子
力
事
業
者
は
、
上
記

を
踏
ま
え
た
Ｅ
Ａ
Ｌ
の
設
定
を
行

（ロ）

（ロ）

い
、
そ
の
内
容
を
原
子
力
事
業
者
防
災
業
務
計
画
に
反
映
し
、
原

い
、
そ
の
内
容
を
原
子
力
事
業
者
防
災
業
務
計
画
に
反
映
し
、
原

子
力
規
制
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
原
子

子
力
規
制
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
原
子

力
事
業
者
は
、
各
原
子
力
施
設
の
設
備
の
状
況
の
変
化
等
を
踏
ま

力
事
業
者
は
、
各
原
子
力
施
設
の
設
備
の
状
況
の
変
化
等
を
踏
ま

え
、
設
定
し
た
Ｅ
Ａ
Ｌ
の
内
容
の
見
直
し
を
行
い
、
必
要
に
応
じ

え
、
設
定
し
た
Ｅ
Ａ
Ｌ
の
内
容
の
見
直
し
を
行
い
、
必
要
に
応
じ

、
原
子
力
事
業
者
防
災
業
務
計
画
に
反
映
す
る
必
要
が
あ
る
。
原

、
原
子
力
事
業
者
防
災
業
務
計
画
に
反
映
す
る
必
要
が
あ
る
。
原

子
力
規
制
委
員
会
は
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
力
事
業
者
防
災
業
務

子
力
規
制
委
員
会
は
、
必
要
に
応
じ
て
原
子
力
事
業
者
防
災
業
務

計
画
の
作
成
又
は
修
正
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

計
画
の
作
成
又
は
修
正
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

運
用
上
の
介
入
レ
ベ
ル
（
Ｏ
Ｉ
Ｌ
）

運
用
上
の
介
入
レ
ベ
ル
（
Ｏ
Ｉ
Ｌ
）

（ⅱ）

（ⅱ）

基
本
的
な
考
え
方

基
本
的
な
考
え
方

（イ）

（イ）

全
面
緊
急
事
態
に
至
っ
た
場
合
に
は
、
住
民
等
へ
の
被
ば
く
の

全
面
緊
急
事
態
に
至
っ
た
場
合
に
は
、
住
民
等
へ
の
被
ば
く
の

影
響
を
回
避
す
る
観
点
か
ら
、
基
本
的
に
は
前
記

の
施
設
の
状

影
響
を
回
避
す
る
観
点
か
ら
、
基
本
的
に
は
前
記

の
施
設
の
状

（ｉ）

（ｉ）

況
に
基
づ
く
判
断
に
よ
り
、
避
難
等
の
予
防
的
防
護
措
置
を
講
ず

況
に
基
づ
く
判
断
に
よ
り
、
避
難
等
の
予
防
的
防
護
措
置
を
講
じ

る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
が
、
放
射
性
物
質
の
放
出
後
は
、

る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
が
、
放
射
性
物
質
の
放
出
後
は
、

そ
の
拡
散
に
よ
り
比
較
的
広
い
範
囲
に
お
い
て
空
間
放
射
線
量
率

そ
の
拡
散
に
よ
り
比
較
的
広
い
範
囲
に
お
い
て
空
間
放
射
線
量
率

等
の
高
い
地
点
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態

等
の
高
い
地
点
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態

に
備
え
、
国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
原
子
力
事
業
者
は
、
緊
急
時

に
備
え
、
国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
原
子
力
事
業
者
は
、
緊
急
時

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
迅
速
に
行
い
、
そ
の
測
定
結
果
を
防
護
措
置
を

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
迅
速
に
行
い
、
そ
の
測
定
結
果
を
防
護
措
置
を

実
施
す
べ
き
基
準
に
照
ら
し
て
、
必
要
な
措
置
の
判
断
を
行
い
、

実
施
す
べ
き
基
準
に
照
ら
し
て
、
必
要
な
措
置
の
判
断
を
行
い
、

こ
れ
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
う
し
た
対
応
の
流
れ

こ
れ
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
う
し
た
対
応
の
流
れ

に
つ
い
て
は
、
図
１
及
び
表
１

１
か
ら
１

３
ま
で
の
後
段
に

に
つ
い
て
は
、
図
１
及
び
表
１

１
か
ら
１

３
ま
で
の
後
段
に

｜

｜

｜

｜

ま
と
め
る
。

ま
と
め
る
。

放
射
性
物
質
の
放
出
後
、
継
続
的
に
高
い
空
間
放
射
線
量
率
が

放
射
性
物
質
の
放
出
後
、
継
続
的
に
高
い
空
間
放
射
線
量
率
が

計
測
さ
れ
た
地
域
に
お
い
て
は
、
地
表
面
か
ら
の
放
射
線
等
に
よ

計
測
さ
れ
た
地
域
に
お
い
て
は
、
地
表
面
か
ら
の
放
射
線
等
に
よ

る
被
ば
く
の
影
響
を
で
き
る
限
り
低
減
す
る
観
点
か
ら
、
数
時
間

る
被
ば
く
の
影
響
を
で
き
る
限
り
低
減
す
る
観
点
か
ら
、
数
時
間

か
ら
一
日
以
内
に
住
民
等
に
つ
い
て
避
難
等
の
緊
急
防
護
措
置
を

か
ら
一
日
以
内
に
住
民
等
に
つ
い
て
避
難
等
の
緊
急
防
護
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
と
比
較
し
て
低
い
空
間

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
と
比
較
し
て
低
い
空
間

放
射
線
量
率
が
計
測
さ
れ
た
地
域
に
お
い
て
も
、
無
用
な
被
ば
く

放
射
線
量
率
が
計
測
さ
れ
た
地
域
に
お
い
て
も
、
無
用
な
被
ば
く

を
回
避
す
る
観
点
か
ら
、
一
週
間
以
内
に
一
時
移
転
等
の
早
期
防

を
回
避
す
る
観
点
か
ら
、
一
週
間
以
内
に
一
時
移
転
等
の
早
期
防

護
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
措
置
を
講
ず
る

護
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
措
置
を
講
じ
る

-10-
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場
合
に
は
、
国
か
ら
の
指
示
に
基
づ
き
、
避
難
住
民
等
に
対
し
、

場
合
に
は
、
国
か
ら
の
指
示
に
基
づ
き
、
避
難
住
民
等
に
対
し
、

防
護
措
置
を
実
施
す
べ
き
基
準
以
下
で
あ
る
か
否
か
を
確
認
す
る

防
護
措
置
を
実
施
す
べ
き
基
準
以
下
で
あ
る
か
否
か
を
確
認
す
る

検
査
（
以
下
「
避
難
退
域
時
検
査
」
と
い
う
。
）
の
結
果
か
ら
簡

検
査
（
以
下
「
避
難
退
域
時
検
査
」
と
い
う
。
）
の
結
果
か
ら
簡

易
除
染
（
着
替
え
、
拭
き
取
り
、
簡
易
除
染
剤
や
シ
ャ
ワ
ー
の
利

易
除
染
（
着
替
え
、
拭
き
取
り
、
簡
易
除
染
剤
や
シ
ャ
ワ
ー
の
利

用
等
）
等
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ

用
等
）
等
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ

ら
に
、
経
口
摂
取
等
に
よ
る
内
部
被
ば
く
を
回
避
す
る
観
点
か
ら

ら
に
、
経
口
摂
取
等
に
よ
る
内
部
被
ば
く
を
回
避
す
る
観
点
か
ら

、
一
時
移
転
等
を
講
ず
る
地
域
で
は
、
地
域
生
産
物
の
摂
取
を
制

、
一
時
移
転
等
を
講
じ
る
地
域
で
は
、
地
域
生
産
物
の
摂
取
を
制

限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
飲
食
物
中
の
放
射
性
核
種
濃

限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
飲
食
物
中
の
放
射
性
核
種
濃

度
の
測
定
を
開
始
す
べ
き
範
囲
を
数
日
以
内
に
空
間
放
射
線
量
率

度
の
測
定
を
開
始
す
べ
き
範
囲
を
数
日
以
内
に
空
間
放
射
線
量
率

に
基
づ
い
て
特
定
す
る
と
と
も
に
、
当
該
範
囲
に
お
い
て
飲
食
物

に
基
づ
い
て
特
定
す
る
と
と
も
に
、
当
該
範
囲
に
お
い
て
飲
食
物

中
の
放
射
性
核
種
濃
度
の
測
定
を
開
始
し
、
そ
の
濃
度
に
応
じ
て

中
の
放
射
性
核
種
濃
度
の
測
定
を
開
始
し
、
そ
の
濃
度
に
応
じ
て

飲
食
物
摂
取
制
限
を
継
続
的
に
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

飲
食
物
摂
取
制
限
を
継
続
的
に
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

［
略
］

［
同
上
］

［

・

略
］

［

・

同
上
］

（ロ）

（ハ）

（ロ）

（ハ）

表
２

各
緊
急
事
態
区
分
を
判
断
す
る
Ｅ
Ａ
Ｌ
の
枠
組
み
に
つ
い
て

表
２

各
緊
急
事
態
区
分
を
判
断
す
る
Ｅ
Ａ
Ｌ
の
枠
組
み
に
つ
い
て

１

［略

］

１

［同
上

］

．
．

［略

］

［略

］

［同
上

］

［同
上

］

［①

～④
略

］

［略

］

［①

～④
同
上

］

［同
上

］

⑤
全
て
の
非
常
用
交
流
母
線
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
１

⑤
全
て
の
非
常
用
交
流
母
線
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
１

系
統
の
み
と
な
っ
た
場
合
で
当
該
母
線
へ
の
電
気
の
供

系
統
の
み
と
な
っ
た
場
合
で
当
該
母
線
へ
の
電
気
の
供

給
が
１
つ
の
電
源
の
み
と
な
り

そ
の
状
態
が

1
5
分
間

給
が
１
つ
の
電
源
の
み
と
な
り

そ
の
状
態
が

1
5
分
以

、
、

以
上
継
続
す
る
こ
と

又
は
外
部
電
源
喪
失
が
３
時
間

上
継
続
す
る
こ
と

又
は
外
部
電
源
喪
失
が
３
時
間
以

、
、

以
上
継
続
す
る
こ
と

上
継
続
す
る
こ
と

。
。

［⑥

～⑰
略

］

［⑥

～⑰
同
上

］

［略

］

［略

］

［同
上

］

［同
上

］

［①

～③
略

］

［略

］

［①
～③

同
上

］

［同
上

］

④
全
て
の
交
流
母
線
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
停
止
し

④
全
て
の
交
流
母
線
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
停
止
し

、
、

か
つ

そ
の
状
態
が

3
0
分
間
以
上
継
続
す
る
こ
と

か
つ

そ
の
状
態
が

3
0
分
以
上
継
続
す
る
こ
と

、
。

、
。

⑤
非
常
用
直
流
母
線
が
一
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て

⑤
非
常
用
直
流
母
線
が
一
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て

、
、

当
該
直
流
母
線
に
電
気
を
供
給
す
る
電
源
が
一
と
な
る

当
該
直
流
母
線
に
電
気
を
供
給
す
る
電
源
が
一
と
な
る

状
態
が
５
分
間
以
上
継
続
す
る
こ
と

状
態
が
５
分
以
上
継
続
す
る
こ
と

。
。
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［⑥

～⑮
略

］

［⑥

～⑮
同
上

］

［略
］

［略

］

［同
上

］

［同
上

］

［①
～⑥

略

］

［略

］

［①

～⑥
同
上

］

［同
上

］

⑦
全
て
の
非
常
用
直
流
母
線
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
停

⑦
全
て
の
非
常
用
直
流
母
線
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
停

止
し

か
つ

そ
の
状
態
が
５
分
間
以
上
継
続
す
る
こ

止
し

か
つ

そ
の
状
態
が
５
分
以
上
継
続
す
る
こ
と

、
、

、
、

と
。

。

［⑧

～⑭
略

］

［⑧

～⑭
同
上

］

２

［略

］

２

［同
上

］

．
．

［略

］

［略

］

［同
上

］

［同
上

］

［①

～③
略

］

［略

］

［①

～③
同
上

］

［同
上

］

④
全
て
の
非
常
用
交
流
母
線
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
１

④
全
て
の
非
常
用
交
流
母
線
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
１

系
統
の
み
と
な
っ
た
場
合
で
当
該
母
線
へ
の
電
気
の
供

系
統
の
み
と
な
っ
た
場
合
で
当
該
母
線
へ
の
電
気
の
供

給
が
１
つ
の
電
源
の
み
と
な
り

そ
の
状
態
が

1
5
分
間

給
が
１
つ
の
電
源
の
み
と
な
り

そ
の
状
態
が

1
5
分
以

、
、

以
上
継
続
す
る
こ
と

又
は
外
部
電
源
喪
失
が
３
時
間

上
継
続
す
る
こ
と

又
は
外
部
電
源
喪
失
が
３
時
間
以

、
、

以
上
継
続
す
る
こ
と

上
継
続
す
る
こ
と

。
。

［⑤

～⑮
略

］

［⑤

～⑮
同
上

］

［略

］

［略

］

［同
上

］

［同
上

］

［①

・②
略

］

［略

］

［①

・②
同
上

］

［同
上

］

③
全
て
の
交
流
母
線
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
停
止
し

③
全
て
の
交
流
母
線
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
停
止
し

、
、

か
つ

そ
の
状
態
が

3
0
分
間
以
上
継
続
す
る
こ
と

か
つ

そ
の
状
態
が

3
0
分
以
上
継
続
す
る
こ
と

、
。

、
。

④
非
常
用
直
流
母
線
が
一
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て

④
非
常
用
直
流
母
線
が
一
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て

、
、

当
該
直
流
母
線
に
電
気
を
供
給
す
る
電
源
が
一
と
な
る

当
該
直
流
母
線
に
電
気
を
供
給
す
る
電
源
が
一
と
な
る

状
態
が
５
分
間
以
上
継
続
す
る
こ
と

状
態
が
５
分
以
上
継
続
す
る
こ
と

。
。

［⑤

～⑭
略

］

［⑤

～⑭
同
上

］

［略

］

［略

］

［同
上

］

［同
上

］

［①

～⑤
略

］

［略

］

［①

～⑤
同
上

］

［同
上

］

⑥
全
て
の
非
常
用
直
流
母
線
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
停

⑥
全
て
の
非
常
用
直
流
母
線
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
停

止
し

か
つ

そ
の
状
態
が
５
分
間
以
上
継
続
す
る
こ

止
し

か
つ

そ
の
状
態
が
５
分
以
上
継
続
す
る
こ
と

、
、

、
、

と
。

。
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［⑦

～⑬
略

］

［⑦

～⑬
同
上

］

３

［略

］

３

［同
上

］

．
．

［略
］

［略

］

［同
上

］

［同
上

］

①
全
て
の
非
常
用
交
流
母
線
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
１

［略

］

①
全
て
の
非
常
用
交
流
母
線
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
１

［同
上

］

系
統
の
み
と
な
っ
た
場
合
で
当
該
母
線
へ
の
電
気
の
供

系
統
の
み
と
な
っ
た
場
合
で
当
該
母
線
へ
の
電
気
の
供

給
が
１
つ
の
電
源
の
み
と
な
り

そ
の
状
態
が

1
5
分
間

給
が
１
つ
の
電
源
の
み
と
な
り

そ
の
状
態
が

1
5
分
以

、
、

以
上
継
続
す
る
こ
と

又
は
外
部
電
源
喪
失
が
３
時
間

上
継
続
す
る
こ
と

又
は
外
部
電
源
喪
失
が
３
時
間
以

、
、

以
上
継
続
す
る
こ
と

上
継
続
す
る
こ
と

。
。

［②

～⑪
略

］

［②

～⑪
同
上

］

［略

］

［略

］

［同
上

］

［同
上

］

①
原
子
炉
の
運
転
中
に
原
子
炉
冷
却
材
を
く
み
上
げ
る

［略

］

①
原
子
炉
の
運
転
中
に
原
子
炉
冷
却
材
を
汲
み
上
げ
る

［同
上

］

設
備
の
機
能
を
超
え
る
原
子
炉
冷
却
材
の
漏
え
い
が
発

設
備
の
機
能
を
超
え
る
原
子
炉
冷
却
材
の
漏
え
い
が
発

生
す
る
こ
と

生
す
る
こ
と

。
。

②

［略

］

②

［同
上

］

③
全
て
の
交
流
母
線
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
停
止
し

③
全
て
の
交
流
母
線
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
停
止
し

、
、

か
つ

そ
の
状
態
が

3
0
分
間
以
上

（原
子
炉
施
設
に
設

か
つ

そ
の
状
態
が

3
0
分
以
上

（原
子
炉
施
設
に
設
け

、
、

け
る
電
源
設
備
が
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
及
び

る
電
源
設
備
が
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ

そ
の
附
属
施
設
の
位
置

構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
関

の
附
属
施
設
の
位
置

構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
関
す

、
、

す
る
規
則

（平
成

2
5
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
９

る
規
則

（平
成

2
5
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
９
号

号

）第
5
8
条
第
１
項
及
び
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子

）第
5
8
条
第
１
項
及
び
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉

炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則

（

及
び
そ
の
附
属
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則

（平
平
成

2
5
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第

1
0
号

）第
7
2
条

成
2
5
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第

1
0
号

）第
7
2
条
第

第
１
項
の
基
準
に
適
用
し
な
い
場
合
に
は

５
分
間
以

１
項
の
基
準
に
適
用
し
な
い
場
合
に
は

５
分
以
上

）

、
、

上

）継
続
す
る
こ
と

継
続
す
る
こ
と

。
。

④
非
常
用
直
流
母
線
が
一
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て

④
非
常
用
直
流
母
線
が
一
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て

、
、

当
該
直
流
母
線
に
電
気
を
供
給
す
る
電
源
が
一
と
な
る

当
該
直
流
母
線
に
電
気
を
供
給
す
る
電
源
が
一
と
な
る

状
態
が
５
分
間
以
上
継
続
す
る
こ
と

状
態
が
５
分
以
上
継
続
す
る
こ
と

。
。

［⑤

～⑬
略

］

［⑤

～⑬
同
上

］

［略

］

［略

］

［同
上

］

［同
上

］

［①

～③
略

］

［略

］

［①

～③
同
上

］

［同
上

］

④
全
て
の
交
流
母
線
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
停
止
し

④
全
て
の
交
流
母
線
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
停
止
し

、
、

か
つ

そ
の
状
態
が
１
時
間
以
上

（原
子
炉
施
設
に
設

か
つ

そ
の
状
態
が
１
時
間
以
上

（原
子
炉
施
設
に
設

、
、

-13-
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け
る
電
源
設
備
が
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
及
び

け
る
電
源
設
備
が
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
及
び

そ
の
附
属
施
設
の
位
置

構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
関

そ
の
附
属
施
設
の
位
置

構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
関

、
、

す
る
規
則
第

5
8
条
第
１
項
及
び
研
究
開
発
段
階
発
電
用

す
る
規
則
第

5
8
条
第
１
項
及
び
研
究
開
発
段
階
発
電
用

原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規

原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規

則
第

7
2
条
第
１
項
の
基
準
に
適
合
し
な
い
場
合
に
は

則
第

7
2
条
第
１
項
の
基
準
に
適
合
し
な
い
場
合
に
は

、
、

3
0
分
間
以
上

）継
続
す
る
こ
と

3
0
分
以
上

）継
続
す
る
こ
と

。
。

⑤
全
て
の
非
常
用
直
流
母
線
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
停

⑤
全
て
の
非
常
用
直
流
母
線
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
停

止
し

か
つ

そ
の
状
態
が
５
分
間
以
上
継
続
す
る
こ

止
し

か
つ

そ
の
状
態
が
５
分
以
上
継
続
す
る
こ
と

、
、

、
、

と
。

。

［⑥

～⑫
略

］

［⑥

～⑫
同
上

］

４

［略

］

４

［同
上

］

．
．

こ
れ
ら
の
施
設
に
つ
い
て
は

そ
の
特
性
が
多
種
多
様
で
あ
る
こ
と
か

こ
れ
ら
の
施
設
に
つ
い
て
は

そ
の
特
性
が
多
種
多
様
で
あ
る
こ
と
か

、
、

ら
具
体
的
な
Ｅ
Ａ
Ｌ
の
設
定
に
つ
い
て
は

通
報
規
則
第
７
条
第
１

ら
具
体
的
な
Ｅ
Ａ
Ｌ
の
設
定
に
つ
い
て
は

通
報
規
則
第
７
条
第
一

、
、

、
、

号
の
表
ニ
又
は
ホ
及
び
第

1
4
条
の
表
ニ
又
は
ホ
に
掲
げ
る
事
象
に
加
え

号
の
表
二
又
は
ホ
及
び
第

1
4
条
の
表
二
又
は
ホ
に
掲
げ
る
事
象
に
加
え

当
該
施
設
の
特
性
及
び
１

か
ら
３

ま
で
に
掲
げ
る
施
設
の
Ｅ
Ａ

当
該
施
設
の
特
性
及
び
１

か
ら
３

ま
で
に
掲
げ
る
施
設
の
Ｅ
Ａ

、
．

．
、

．
．

Ｌ
の
枠
組
み
を
踏
ま
え
て

原
子
力
事
業
者
が
行
う

Ｌ
の
枠
組
み
を
踏
ま
え
て

原
子
力
事
業
者
が
行
う

、
。

、
。

５

［略

］

５

［同
上

］

．
．

６

［略

］

６

［同
上

］

．
．

［略

］

［略

］

［同
上

］

［同
上

］

［略

］

体
制
構
築

［同
上

］

体
制
構
築

や
情
報
収

や
情
報
収

集
を
行
い

集
を
行
い

住
民
防

住
民
防

、
、

護
の
た
め

護
の
た
め

の
準
備
を

の
準
備
を

開
始
す
る

開
始
す
る

避
難
指

避
難
指

。
。

示
区
域
に

示
区
域
に

お
い
て
は

お
い
て
は

一
時
立

一
時
立

、
、

入
を
中
止

入
を
中
止

し
避
難

し
避
難

、
、

指
示
区
域

指
示
区
域

に
一
時
立

に
一
時
立

入
を
し
て

入
り
し
て

い
る
住
民

い
る
住
民

-14-
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の
退
去
を

の
退
去
を

準
備
す
る

準
備
す
る

。
。

［略
］

［略

］

［同
上

］

［同
上

］

［略

］

避
難
指
示

［同
上

］

避
難
指
示

区
域
に
一

区
域
に
一

時
立
入
を

時
立
入
し

し
て
い
る

て
い
る
住

住
民
の
退

民
の
退
去

去
を
開
始

を
開
始
す

す
る
と
と

る
と
と
も

も
に

避
に

避
難

、
、

難
指
示
区

指
示
区
域

域
で
な
い

で
な
い
区

区
域
の
住

域
の
住
民

民
の
屋
内

の
屋
内
退

退
避
を
準

避
を
準
備

備
す
る

す
る

。
。

［略

］

［略

］

［同
上

］

［同
上

］

［略

］

［略

］

［同
上

］

［同
上

］

７

［略

］

７

［同
上

］

．
．

［略

］

［略
］

［同
上

］

［同
上

］

①
全
て
の
非
常
用
交
流
母
線
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
１

［略

］

①
全
て
の
非
常
用
交
流
母
線
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
１

［同
上

］

系
統
の
み
と
な
っ
た
場
合
で
当
該
母
線
へ
の
電
気
の
供

系
統
の
み
と
な
っ
た
場
合
で
当
該
母
線
へ
の
電
気
の
供

給
が
１
つ
の
電
源
の
み
と
な
り

そ
の
状
態
が

1
5
分
間

給
が
１
つ
の
電
源
の
み
と
な
り

そ
の
状
態
が

1
5
分
以

、
、

以
上
継
続
す
る
こ
と

又
は
外
部
電
源
喪
失
が
３
時
間

上
継
続
す
る
こ
と

又
は
外
部
電
源
喪
失
が
３
時
間
以

、
、

以
上
継
続
す
る
こ
と

上
継
続
す
る
こ
と

。
。

［②

～⑪
略

］

［②
～⑪

同
上

］

［略

］

［略

］

［同
上

］

［同
上

］

-15-
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①
全
て
の
交
流
母
線
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
停
止
し

［略

］

①
全
て
の
交
流
母
線
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
停
止
し

［同
上

］

、
、

か
つ

そ
の
状
態
が

3
0
分
間
以
上

（原
子
炉
施
設
に
設

か
つ

そ
の
状
態
が

3
0
分
以
上

（原
子
炉
施
設
に
設
け

、
、

け
る
電
源
設
備
が
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属

る
電
源
設
備
が
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施

施
設
の
位
置

構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
関
す
る
規
則

設
の
位
置

構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
関
す
る
規
則
第

5
、

、
（平

成
2
5
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
５
号

）第
5
7

7
条
第
１
項
及
び
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施

条
第
１
項
及
び
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施

設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
第

7
2
条
第
１
項
又
は
研

設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則

（平
成

2
5
年
原
子
力
規

究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
位

制
委
員
会
規
則
第
６
号

）第
7
2
条
第
１
項
又
は
研
究
開

置
構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
関
す
る
規
則
第

5
8
条
第

、
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
位
置

１
項
及
び
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附

、
構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
関
す
る
規
則
第

5
8
条
第
１
項

属
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
第

7
2
条
第
１
項
の

及
び
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施

基
準
に
適
合
し
な
い
場
合
に
は

５
分
以
上

）継
続
す

、
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
第

7
2
条
第
１
項
の
基
準

る
こ
と

。
に
適
合
し
な
い
場
合
に
は

５
分
間
以
上

）継
続
す
る

、
こ
と

。
②

非
常
用
直
流
母
線
が
一
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て

②
非
常
用
直
流
母
線
が
一
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て

、
、

当
該
直
流
母
線
に
電
気
を
供
給
す
る
電
源
が
一
と
な
る

当
該
直
流
母
線
に
電
気
を
供
給
す
る
電
源
が
一
と
な
る

状
態
が
５
分
間
以
上
継
続
す
る
こ
と

状
態
が
５
分
以
上
継
続
す
る
こ
と

。
。

［③

～⑧
略

］

［③

～⑧
同
上

］

［略

］

［略

］

［同
上

］

［同
上

］

①
全
て
の
交
流
母
線
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
停
止
し

［略

］

①
全
て
の
交
流
母
線
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
停
止
し

［同
上

］

、
、

か
つ

そ
の
状
態
が
１
時
間
以
上

（原
子
炉
施
設
に
設

か
つ

そ
の
状
態
が
１
時
間
以
上

（原
子
炉
施
設
に
設

、
、

け
る
電
源
設
備
が
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属

け
る
電
源
設
備
が
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属

施
設
の
位
置

構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
関
す
る
規
則

施
設
の
位
置

構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
関
す
る
規
則

、
、

第
5
7
条
第
１
項
及
び
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附

第
5
7
条
第
１
項
及
び
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附

属
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
第

7
2
条
第
１
項
又

属
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
第

7
2
条
第
１
項
又

は
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設

は
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設

の
位
置

構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
関
す
る
規
則
第

5
8

の
位
置

構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
関
す
る
規
則
第

5
8

、
、

条
第
１
項
及
び
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ

条
第
１
項
及
び
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ

の
附
属
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
第

7
2
条
第
１

の
附
属
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
第

7
2
条
第
１

項
の
基
準
に
適
合
し
な
い
場
合
に
は

3
0
分
間
以
上

）

項
の
基
準
に
適
合
し
な
い
場
合
に
は

3
0
分
以
上

）継
、

、
継
続
す
る
こ
と

続
す
る
こ
と

。
。

②
全
て
の
非
常
用
直
流
母
線
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
停

②
全
て
の
非
常
用
直
流
母
線
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
停

止
し

か
つ

そ
の
状
態
が
５
分
間
以
上
継
続
す
る
こ

止
し

か
つ

そ
の
状
態
が
５
分
以
上
継
続
す
る
こ
と

、
、

、
、

と
。

。

［③

～⑥
略

］

［③

～⑥
同
上

］

８

［略

］

８

［同
上

］
．

．
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［略

］

［略

］

［同
上

］

［同
上

］

①

［略

］

［略

］

①

［同
上

］

［同
上

］

②
全
て
の
交
流
母
線
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
停
止
し

②
全
て
の
交
流
母
線
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
停
止
し

、
、

か
つ

そ
の
状
態
が

3
0
分
間
以
上
継
続
す
る
こ
と

か
つ

そ
の
状
態
が

3
0
分
以
上
継
続
す
る
こ
と

、
。

、
。

［③
～⑬

略

］

［③

～⑬
同
上

］

［略

］

［略

］

［同
上

］

［同
上

］

［略

］

［略

］

［同
上

］

［同
上

］

［略

］

［略

］

［同
上

］

［同
上

］

［略

］

［略

］

［同
上

］

［同
上

］

９

［略

］

９

［同
上

］

．
．

［
略
］

［
同
上
］

（ⅲ）

（ⅲ）

⑶

［
略
］

⑶

［
同
上
］

⑷

原
子
力
事
業
者
が
講
ず
べ
き
原
子
力
災
害
事
前
対
策

⑷

原
子
力
事
業
者
が
講
ず
べ
き
原
子
力
災
害
事
前
対
策

原
子
力
事
業
者
は
、
原
子
力
施
設
に
対
し
て
、
炉
規
法
、
原
災
法
等
に

原
子
力
事
業
者
は
、
原
子
力
施
設
に
対
し
て
、
炉
規
法
、
原
災
法
等
に

基
づ
き
、
平
時
か
ら
原
子
力
災
害
予
防
対
策
を
講
じ
て
い
る
が
、
そ
れ
に

基
づ
き
、
平
時
よ
り
原
子
力
災
害
予
防
対
策
を
講
じ
て
い
る
が
、
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
施
設
周
辺
に
お
い
て
放
射
性
物
質
若
し
く
は
放
射

も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
施
設
周
辺
に
お
い
て
放
射
性
物
質
若
し
く
は
放
射

線
の
異
常
な
放
出
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
原
子
力
災
害
の

線
の
異
常
な
放
出
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
原
子
力
災
害
の

発
生
及
び
そ
の
拡
大
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
る
。
原
子
力
事
業
者
は
、
防

発
生
及
び
そ
の
拡
大
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
る
。
原
子
力
事
業
者
は
、
防

災
業
務
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
従
業
員
に
対
す
る
教
育
及
び
訓
練

災
業
務
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
従
業
員
に
対
す
る
教
育
及
び
訓
練

を
実
施
し
て
、
緊
急
時
に
適
切
な
対
処
が
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
お
く
必

を
実
施
し
て
、
緊
急
時
に
適
切
な
対
処
が
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
原
子
力
施
設
内
外
に
お
け
る
協
力
関
係
も
構
築
し
て

要
が
あ
る
。
ま
た
、
原
子
力
施
設
内
外
に
お
け
る
協
力
関
係
も
構
築
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。

お
く
必
要
が
あ
る
。

［
略
］

［
同
上
］

⑸

緊
急
時
に
お
け
る
住
民
等
へ
の
情
報
提
供
の
体
制
整
備

⑸

緊
急
時
に
お
け
る
住
民
等
へ
の
情
報
提
供
の
体
制
整
備

［
略
］

［
同
上
］

さ
ら
に
、
緊
急
時
に
伝
達
さ
れ
た
情
報
を
速
や
か
に
理
解
で
き
る
よ
う

さ
ら
に
、
緊
急
時
に
伝
達
さ
れ
た
情
報
を
速
や
か
に
理
解
で
き
る
よ
う

に
、
平
時
か
ら
分
か
り
や
す
い
情
報
伝
達
の
在
り
方
（
関
連
す
る
用
語
の

に
、
平
時
か
ら
分
か
り
や
す
い
情
報
伝
達
の
在
り
方
（
関
連
す
る
用
語
の
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普
遍
化
、
平
易
化
を
含
む
。
）
に
関
す
る
検
討
や
情
報
の
受
け
手
の
理
解

普
遍
化
、
平
易
化
を
含
む
。
）
に
関
す
る
検
討
や
情
報
の
受
け
手
の
理
解

の
促
進
に
努
め
る
。
ま
た
、
報
道
機
関
等
を
通
じ
た
情
報
提
供
も
効
果
的

の
促
進
に
努
め
る
。
ま
た
、
報
道
機
関
等
を
通
じ
た
情
報
提
供
も
効
果
的

で
あ
る
た
め
、
関
係
者
間
の
連
携
・
協
力
体
制
を
平
時
か
ら
構
築
す
る
必

で
あ
る
た
め
、
関
係
者
間
の
連
携
・
協
力
体
制
を
日
頃
か
ら
構
築
す
る
必

要
が
あ
る
。

要
が
あ
る
。

な
お
、
広
報
の
担
当
者
は
広
報
技
術
を
習
得
し
た
者
が
対
応
す
べ
き
で

な
お
、
広
報
の
担
当
者
は
広
報
技
術
を
習
得
し
た
者
が
対
応
す
べ
き
で

あ
り
、
ま
た
、
平
時
か
ら
、
よ
り
高
度
な
広
報
技
術
の
習
得
に
努
め
る
べ

あ
り
、
ま
た
、
日
頃
か
ら
、
よ
り
高
度
な
広
報
技
術
の
習
得
に
努
め
る
べ

き
で
あ
る
。

き
で
あ
る
。

⑹

緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
体
制
整
備

⑹

緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
体
制
整
備

①

［
略
］

①

［
同
上
］

②

国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
原
子
力
事
業
者
の
役
割

②

国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
原
子
力
事
業
者
の
役
割

［
略
］

［
同
上
］

地
方
公
共
団
体
は
、
地
域
に
お
け
る
知
見
を
生
か
し
て
、
緊
急
時
モ

地
方
公
共
団
体
は
、
地
域
に
お
け
る
知
見
を
活
か
し
て
、
緊
急
時
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
計
画
の
作
成
や
原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域
等
に
お
け
る

ニ
タ
リ
ン
グ
計
画
の
作
成
や
原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域
等
に
お
け
る

緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
国
の
技
術
的
支
援
の
下

緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
国
の
技
術
的
支
援
の
下

、
平
常
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
適
切
に
実
施
す
る
。

、
平
常
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
適
切
に
実
施
す
る
。

［
略
］

［
同
上
］

［
③
～
⑥

略
］

［
③
～
⑥

同
上
］

⑺

原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
医
療
体
制
等
の
整
備

⑺

原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
医
療
体
制
の
整
備

［
略
］

［
同
上
］

①

原
子
力
災
害
医
療
の
実
施
体
制

①

原
子
力
災
害
医
療
の
実
施
体
制

国
及
び
立
地
道
府
県
等
は
、
前
記
の
役
割
を
担
う
医
療
機
関
等
を
組

国
及
び
立
地
道
府
県
等
は
、
上
記
の
役
割
を
担
う
医
療
機
関
等
を
組

み
込
ん
だ
原
子
力
災
害
医
療
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

み
込
ん
だ
原
子
力
災
害
医
療
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

［
略
］

［
同
上
］

（ｉ）

（ｉ）

立
地
道
府
県
等

立
地
道
府
県
等

（ⅱ）

（ⅱ）

［
略
］

［
同
上
］

・
立
地
道
府
県
等
は
、
避
難
退
域
時
検
査
等
に
関
し
て
は
、
緊
急
時

・
立
地
道
府
県
等
は
、
避
難
退
域
時
検
査
等
に
関
し
て
は
、
緊
急
時

に
多
数
の
要
員
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、
平
時
か
ら
緊
急
対
応

に
多
数
の
要
員
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、
平
時
よ
り
緊
急
対
応

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。

［
略
］

［
同
上
］

（ⅲ）

（ⅲ）

②

［
略
］

②

［
同
上
］

③

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
及
び
服
用
の
体
制

③

安
定
ヨ
ウ
素
剤
予
防
服
用
の
体
制
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安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用
に
つ
い
て

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
予
防
服
用
に
つ
い
て

（ｉ）

（ｉ）

放
射
性
ヨ
ウ
素
は
、
身
体
に
取
り
込
ま
れ
る
と
、
甲
状
腺
に
集
積

放
射
性
ヨ
ウ
素
は
、
身
体
に
取
り
込
ま
れ
る
と
、
甲
状
腺
に
集
積

し
、
数
年
か
ら
数
十
年
後
に
甲
状
腺
が
ん
等
を
発
症
す
る
リ
ス
ク
を

し
、
数
年
～
十
数
年
後
に
甲
状
腺
が
ん
等
を
発
生
さ
せ
る
可
能
性
が

上
昇
さ
せ
る
。
ま
た
、
年
齢
が
低
い
ほ
ど
、
そ
の
リ
ス
ク
が
高
い
。

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
放
射
性
ヨ
ウ
素
に
よ
る
内
部
被
ば
く
は
、
安
定

こ
の
よ
う
な
放
射
性
ヨ
ウ
素
に
よ
る
甲
状
腺
の
内
部
被
ば
く
は
、
安

ヨ
ウ
素
剤
を
あ
ら
か
じ
め
服
用
す
る
こ
と
で
低
減
す
る
こ
と
が
可
能

定
ヨ
ウ
素
剤
を
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
服
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
予

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
放
射
性
ヨ
ウ
素
に
よ
る
内
部
被
ば
く
の
お
そ

防
又
は
低
減
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
放
射
性
ヨ

れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
服
用
で
き
る
よ
う
、
そ
の

ウ
素
に
よ
る
甲
状
腺
の
内
部
被
ば
く
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、

準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
服
用
で
き
る
よ
う
、
そ
の

た
だ
し
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用
は
、
そ
の
効
果
が
服
用
の
時
期

準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
副
作
用
の
可
能
性
も
あ
る
こ

ま
た
、
体
制
整
備
に
際
し
て
は
、
関
連
法
制
度
及
び
技
術
面
等
の

と
か
ら
、
医
療
従
事
者
の
指
示
を
尊
重
し
て
合
理
的
か
つ
効
果
的
な

最
新
の
状
況
を
反
映
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
以
下
の
よ
う
な

防
護
措
置
と
し
て
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
体
制
整
備
に
際
し

点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

て
は
、
関
連
法
制
度
及
び
技
術
面
等
の
最
新
の
状
況
を
反
映
す
る
よ

う
努
め
る
と
と
も
に
、
以
下
の
よ
う
な
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る

。

・
服
用
の
目
的
や
効
果
と
と
も
に
服
用
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
服
用
を
優

・
服
用
の
目
的
や
効
果
と
と
も
に
副
作
用
や
禁
忌
者
等
に
関
す
る
注

先
す
べ
き
対
象
者
等
に
つ
い
て
は
事
前
に
周
知
す
る
。

意
点
等
に
つ
い
て
は
事
前
に
周
知
す
る
。

・
な
お
、
服
用
を
優
先
す
べ
き
対
象
者
は
妊
婦
、
授
乳
婦
及
び
未
成

［
加
え
る
。
］

年
者
（
乳
幼
児
を
含
む
。
）
で
あ
る
。

・
地
方
公
共
団
体
は
、
服
用
に
伴
う
副
作
用
の
発
生
に
備
え
て
事
前

・
地
方
公
共
団
体
は
、
原
子
力
災
害
時
の
副
作
用
の
発
生
に
備
え
て

に
周
辺
医
療
機
関
に
受
入
れ
の
協
力
の
依
頼
等
を
す
る
と
と
も
に

事
前
に
周
辺
医
療
機
関
に
受
入
の
協
力
を
依
頼
等
す
る
と
と
も
に

、
緊
急
時
に
は
服
用
し
た
者
の
体
調
等
を
医
師
等
が
観
察
し
て
必

、
緊
急
時
に
は
服
用
し
た
者
の
体
調
等
を
医
師
等
が
観
察
し
て
必

要
な
場
合
に
緊
急
搬
送
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
等
の
医
療
体
制
の

要
な
場
合
に
緊
急
搬
送
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
等
の
医
療
体
制
の

整
備
に
努
め
る
。

整
備
に
努
め
る
。

ま
た
、
平
時
か
ら
訓
練
等
に
よ
り
配
布
及
び
服
用
方
法
の
実
効
性

ま
た
、
平
時
か
ら
訓
練
等
に
よ
り
配
布
・
服
用
方
法
の
実
効
性
等

等
の
検
証
又
は
評
価
を
し
、
改
善
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

を
検
証
・
評
価
し
、
改
善
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

事
前
配
布
の
方
法

事
前
配
布
の
方
法

（ⅱ）

（ⅱ）

原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域
の
う
ち
Ｐ
Ａ
Ｚ
内
に
お
い
て
は
、
全

原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域
の
う
ち
Ｐ
Ａ
Ｚ
に
お
い
て
は
、
全
面

面
緊
急
事
態
に
至
っ
た
場
合
、
避
難
を
即
時
に
実
施
す
る
な
ど
予
防

緊
急
事
態
に
至
っ
た
場
合
、
避
難
を
即
時
に
実
施
す
る
な
ど
予
防
的

的
防
護
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
避
難
に
際
し

防
護
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
避
難
に
際
し
て

て
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用
が
適
時
か
つ
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き

、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用
が
適
時
か
つ
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
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る
よ
う
、
以
下
の
点
に
留
意
し
、
平
時
か
ら
地
方
公
共
団
体
が
事
前

よ
う
、
次
の
点
に
留
意
し
、
平
時
か
ら
地
方
公
共
団
体
が
事
前
に
住

に
住
民
に
対
し
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を

民
に
対
し
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
整
備

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

す
る
必
要
が
あ
る
。

・
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
事
前
配
布
は
、
放
射
性

［
加
え
る
。
］

ヨ
ウ
素
に
よ
る
甲
状
腺
の
内
部
被
ば
く
及
び
そ
の
健
康
影
響
の
年

齢
に
よ
る
違
い
を
考
慮
し
て
行
う
。

・
地
方
公
共
団
体
は
、
事
前
配
布
用
の
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
購
入
し
、

・
地
方
公
共
団
体
は
、
事
前
配
布
用
の
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
購
入
し
、

公
共
施
設
（
庁
舎
、
保
健
所
、
医
療
機
関
、
薬
局
、
学
校
等
）
で

公
共
施
設
（
庁
舎
、
保
健
所
、
医
療
施
設
、
学
校
等
）
で
管
理
す

管
理
す
る
。

る
。

・
地
方
公
共
団
体
は
、
事
前
配
布
の
た
め
に
原
則
と
し
て
住
民
へ
の

・
地
方
公
共
団
体
は
、
事
前
配
布
の
た
め
に
原
則
と
し
て
住
民
へ
の

説
明
会
を
開
催
す
る
。
説
明
会
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
医
師

説
明
会
を
開
催
す
る
。
説
明
会
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
医
師

に
よ
り
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
目
的
、
効
能
又
は
効
果
、
服
用

に
よ
り
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
目
的
、
予
防
効
果
、
服
用
指
示

指
示
の
手
順
と
そ
の
連
絡
方
法
、
配
布
後
の
保
管
方
法
、
服
用
時

の
手
順
と
そ
の
連
絡
方
法
、
配
布
後
の
保
管
方
法
、
服
用
時
期
、

期
、
服
用
を
優
先
す
べ
き
対
象
者
、
副
作
用
等
の
留
意
点
等
を
説

禁
忌
者
や
ア
レ
ル
ギ
ー
を
有
す
る
者
に
生
じ
得
る
健
康
被
害
、
副

明
し
、
そ
れ
ら
を
記
載
し
た
説
明
書
と
と
も
に
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を

作
用
、
過
剰
服
用
に
よ
る
影
響
等
の
留
意
点
等
を
説
明
し
、
そ
れ

配
布
す
る
。

ら
を
記
載
し
た
説
明
書
と
と
も
に
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
配
布
す
る
。

・
地
方
公
共
団
体
は
、
配
布
等
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
、
説
明
会
等

［
加
え
る
。
］

に
お
い
て
、
薬
剤
師
に
医
師
へ
の
協
力
等
を
要
請
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

・
地
方
公
共
団
体
は
、
説
明
会
に
参
加
で
き
な
い
住
民
に
対
し
て
は

・
地
方
公
共
団
体
は
、
説
明
会
に
参
加
で
き
な
い
住
民
に
対
し
て
は

、
医
師
に
よ
る
説
明
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
公
共
施
設
や
医
療

、
医
師
に
よ
る
説
明
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
公
共
施
設
や
医
療

機
関
に
住
民
が
出
向
き
、
説
明
を
受
け
た
上
で
受
領
で
き
る
よ
う

機
関
に
住
民
が
出
向
き
、
説
明
を
受
け
た
上
で
受
領
で
き
る
よ
う

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
歩
行
困
難
で
あ
る
等
の
や
む
を
得
な
い

事
情
に
よ
り
説
明
が
受
け
ら
れ
な
い
者
に
は
、
説
明
会
に
参
加
し

た
家
族
や
公
共
施
設
等
に
出
向
い
た
家
族
等
が
代
理
受
領
し
、
説

明
書
と
と
も
に
説
明
内
容
を
当
該
対
象
者
に
伝
え
る
こ
と
を
確
認

し
た
上
で
配
布
す
る
。

・
地
方
公
共
団
体
は
、
住
民
へ
の
説
明
会
を
定
期
的
に
開
催
す
る
こ

［
加
え
る
。
］

と
を
前
提
と
し
た
上
で
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
地
域
の
医
師

会
及
び
薬
剤
師
会
と
の
協
議
の
上
、
薬
剤
師
会
会
員
が
所
属
す
る

薬
局
等
を
指
定
し
、
そ
の
薬
局
等
で
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
配
布
す
る
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こ
と
も
で
き
る
。

・
地
方
公
共
団
体
は
、
歩
行
困
難
で
あ
る
等
の
や
む
を
得
な
い
事
情

［
加
え
る
。
］

に
よ
り
説
明
が
受
け
ら
れ
な
い
者
に
は
、
家
族
等
が
代
理
受
領
し

、
説
明
書
と
と
も
に
説
明
内
容
を
当
該
対
象
者
に
伝
え
る
こ
と
を

確
認
し
た
上
で
配
布
す
る
。

・
地
方
公
共
団
体
は
、
配
布
や
代
理
受
領
に
際
し
て
は
、
他
の
者
に

・
地
方
公
共
団
体
は
、
配
布
や
代
理
受
領
に
際
し
て
は
、
他
の
者
に

譲
り
渡
さ
な
い
よ
う
指
示
す
る
と
と
も
に
、
調
査
票
等
へ
の
回
答

譲
り
渡
さ
な
い
よ
う
指
示
す
る
と
と
も
に
、
調
査
票
等
へ
の
回
答

や
問
診
の
実
施
等
を
通
じ
て
服
用
を
優
先
す
べ
き
対
象
者
等
の
把

や
問
診
の
実
施
等
を
通
じ
て
禁
忌
者
や
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
等
の

握
に
努
め
る
。

把
握
に
努
め
る
。

［
削
る
。
］

・
地
方
公
共
団
体
は
、
配
布
等
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
、
説
明
会
等

に
お
い
て
、
薬
剤
師
に
医
師
を
補
助
等
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
地
方
公
共
団
体
は
、
紛
失
等
に
よ
り
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
携
行
し
て

・
地
方
公
共
団
体
は
紛
失
等
に
よ
り
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
即
時
に
服
用

い
な
い
住
民
や
一
時
滞
在
者
等
に
対
し
て
追
加
配
布
で
き
る
よ
う

で
き
な
い
住
民
や
一
時
滞
在
者
等
に
対
し
て
追
加
配
布
で
き
る
よ

予
備
の
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
備
蓄
す
る
。

う
予
備
の
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
備
蓄
す
る
。
ま
た
、
追
加
配
布
方
法

等
に
つ
い
て
説
明
会
等
を
通
じ
て
説
明
す
る
。

［
削
る
。
］

・
地
方
公
共
団
体
は
、
放
射
性
ヨ
ウ
素
に
よ
る
内
部
被
ば
く
予
防
が

必
要
な
住
民
に
対
し
て
必
要
な
量
の
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
み
を
事
前

配
布
す
る
。

・
地
方
公
共
団
体
は
、
転
出
者
又
は
転
入
者
が
あ
っ
た
場
合
は
速
や

・
地
方
公
共
団
体
は
、
転
出
者
又
は
転
入
者
が
あ
っ
た
場
合
は
速
や

か
に
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
回
収
又
は
配
布
を
す
る
よ
う
努
め
る
。
ま

か
に
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
回
収
又
は
配
布
す
る
よ
う
努
め
る
。
ま
た

た
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
更
新
時
期
の
管
理
方
法
と
使
用
期
限
が
切

、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
更
新
時
期
の
管
理
方
法
と
期
限
切
れ
製
剤
の

れ
た
製
剤
の
確
実
な
回
収
方
法
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
定
め
、
実

確
実
な
回
収
方
法
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
定
め
、
実
施
す
る
。

施
す
る
。

事
前
配
布
以
外
の
配
布
方
法

事
前
配
布
以
外
の
配
布
方
法

（ⅲ）

（ⅲ）

Ｕ
Ｐ
Ｚ
内
に
お
い
て
は
、
全
面
緊
急
事
態
に
至
っ
た
場
合
、
プ
ラ

Ｕ
Ｐ
Ｚ
に
お
い
て
は
、
全
面
緊
急
事
態
に
至
っ
た
場
合
、
プ
ラ
ン

ン
ト
状
況
や
空
間
放
射
線
量
率
等
に
応
じ
て
、
避
難
等
の
防
護
措
置

ト
状
況
や
空
間
放
射
線
量
率
等
に
応
じ
て
、
避
難
等
の
防
護
措
置
を

を
講
ず
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
以
下
の
点
に
留
意
し
て
、
避

講
じ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
次
の
点
に
留
意
し
て
、
避
難
等

難
等
と
併
せ
て
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
体
制

と
併
せ
て
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
整

を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

備
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
事
前
配
布
以
外
の
配
布

［
加
え
る
。
］

に
お
い
て
も
、
放
射
性
ヨ
ウ
素
に
よ
る
甲
状
腺
の
内
部
被
ば
く
及
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び
そ
の
健
康
影
響
の
年
齢
に
よ
る
違
い
を
考
慮
し
て
行
う
。

・
地
方
公
共
団
体
は
、
緊
急
時
に
備
え
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
購
入
し
、

・
地
方
公
共
団
体
は
、
緊
急
時
に
備
え
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
購
入
し
、

避
難
の
際
に
学
校
や
公
民
館
等
で
配
布
す
る
等
の
配
布
手
続
を
定

避
難
の
際
に
学
校
や
公
民
館
等
で
配
布
す
る
等
の
配
布
手
続
き
を

め
、
適
切
な
場
所
に
備
蓄
す
る
。

定
め
、
適
切
な
場
所
に
備
蓄
す
る
。

・
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
及
び
服
用
は
、
原
則
と
し
て
医
師
が
関
与

・
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
・
服
用
は
、
原
則
と
し
て
医
師
が
関
与
し

し
て
行
う
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
時
間
的
制
約
等
の
た
め
医
師

て
行
う
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
時
間
的
制
約
等
の
た
め
必
ず
し

が
関
与
で
き
な
い
場
合
に
は
、
薬
剤
師
の
協
力
を
求
め
る
等
、
状

も
医
師
が
関
与
で
き
な
い
場
合
に
は
、
薬
剤
師
の
協
力
を
求
め
る

況
に
応
じ
て
適
切
な
方
法
に
よ
り
配
布
及
び
服
用
を
行
う
。

等
、
状
況
に
応
じ
て
適
切
な
方
法
に
よ
り
配
布
・
服
用
を
行
う
。

［
略
］

［
同
上
］

［
⑻
～
⑿

略
］

［
⑻
～
⑿

同
上
］

第
３

緊
急
事
態
応
急
対
策

第
３

緊
急
事
態
応
急
対
策

⑴

緊
急
事
態
応
急
対
策
の
基
本
的
な
考
え
方

⑴

緊
急
事
態
応
急
対
策
の
基
本
的
な
考
え
方

原
子
力
災
害
の
発
生
時
に
お
い
て
は
、
限
ら
れ
た
時
間
内
に
得
ら
れ
る

原
子
力
災
害
の
発
生
時
に
お
い
て
は
、
限
ら
れ
た
時
間
内
に
得
ら
れ
る

確
実
性
の
高
い
情
報
に
基
づ
き
住
民
等
の
防
護
措
置
を
的
確
か
つ
迅
速
に

確
実
性
の
高
い
情
報
に
基
づ
き
住
民
等
の
防
護
措
置
を
的
確
か
つ
迅
速
に

講
ず
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、
観
測
可
能
な
数
値
に
基
づ
き
、

講
じ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、
観
測
可
能
な
数
値
に
基
づ
き
、

当
事
者
が
事
態
に
応
じ
た
防
護
措
置
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た

当
事
者
が
事
態
に
応
じ
た
防
護
措
置
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た

、
複
数
の
原
子
力
施
設
が
設
置
さ
れ
る
原
子
力
事
業
所
に
係
る
原
子
力
災

、
複
数
の
原
子
力
施
設
が
設
置
さ
れ
る
原
子
力
事
業
所
に
係
る
原
子
力
災

害
対
策
重
点
区
域
内
、
又
は
複
数
の
事
業
所
に
係
る
原
子
力
災
害
対
策
重

害
対
策
重
点
区
域
内
、
又
は
複
数
の
事
業
所
に
係
る
原
子
力
災
害
対
策
重

点
区
域
が
重
複
す
る
区
域
に
お
い
て
は
、
異
常
事
態
が
発
生
し
た
施
設
の

点
区
域
が
重
複
す
る
区
域
に
お
い
て
は
、
異
常
事
態
が
発
生
し
た
施
設
の

緊
急
事
態
区
分
等
を
踏
ま
え
た
防
護
措
置
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

緊
急
事
態
区
分
等
を
踏
ま
え
た
防
護
措
置
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

⑵

異
常
事
態
の
把
握
及
び
緊
急
事
態
応
急
対
策

⑵

異
常
事
態
の
把
握
及
び
緊
急
事
態
応
急
対
策

原
子
力
施
設
の
周
辺
に
放
射
性
物
質
若
し
く
は
放
射
線
の
異
常
な
放
出

原
子
力
施
設
の
周
辺
に
放
射
性
物
質
若
し
く
は
放
射
線
の
異
常
な
放
出

又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
ま
ず
、
原
子
力
事
業
者
が
施
設
の

又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
ま
ず
、
原
子
力
事
業
者
が
施
設
の

状
況
等
に
基
づ
き
該
当
す
る
緊
急
事
態
区
分
を
判
断
し
、
国
、
地
方
公
共

状
況
等
に
基
づ
き
該
当
す
る
緊
急
事
態
区
分
を
判
断
し
、
国
、
地
方
公
共

団
体
等
に
対
し
て
緊
急
事
態
の
通
報
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

団
体
等
に
対
し
て
緊
急
事
態
の
通
報
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

通
報
の
際
、
原
子
力
事
業
者
は
、
緊
急
事
態
区
分
に
応
じ
た
防
護
措
置
の

通
報
の
際
、
原
子
力
事
業
者
は
、
緊
急
事
態
区
分
に
応
じ
た
防
護
措
置
の

提
案
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。
原
子
力
事
業
者
か
ら
の
緊
急
事
態
の
通

提
案
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。
原
子
力
事
業
者
か
ら
の
緊
急
事
態
の
通

報
等
を
踏
ま
え
、
国
、
地
方
公
共
団
体
等
は
、
第
２
⑵
の
表
１

１
か
ら

報
等
を
踏
ま
え
、
国
、
地
方
公
共
団
体
等
は
、
第
２
⑵
の
表
１

１
か
ら

｜

｜

１

３
ま
で
及
び
図
１
で
示
し
た
よ
う
に
以
下
の
流
れ
に
沿
っ
て
、
緊
急

１

３
ま
で
及
び
図
１
で
示
し
た
よ
う
に
次
の
流
れ
に
沿
っ
て
、
緊
急
事

｜

｜

事
態
応
急
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

態
応
急
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
原
子
力
事
業
者
か
ら
警
戒
事
態
又
は
施
設
敷
地
緊
急
事
態
に
至
っ
た
旨

・
原
子
力
事
業
者
か
ら
警
戒
事
態
、
施
設
敷
地
緊
急
事
態
に
至
っ
た
旨
の
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の
通
報
を
受
け
た
場
合
に
は
、
全
面
緊
急
事
態
に
備
え
た
防
護
措
置
の

通
報
を
受
け
た
場
合
に
は
、
全
面
緊
急
事
態
に
備
え
た
防
護
措
置
の
準

準
備
や
住
民
等
へ
の
情
報
提
供
等
を
開
始
す
る
。

備
や
住
民
等
へ
の
情
報
提
供
等
を
開
始
す
る
。

［
略
］

［
同
上
］

［
略
］

［
同
上
］

⑶

［
略
］

⑶

［
同
上
］

⑷

緊
急
時
に
お
け
る
住
民
等
へ
の
情
報
提
供

⑷

緊
急
時
に
お
け
る
住
民
等
へ
の
情
報
提
供

［
略
］

［
同
上
］

情
報
発
信
を
す
る
国
、
地
方
公
共
団
体
等
は
、
報
道
機
関
に
対
し
て
積

情
報
発
信
を
す
る
国
、
地
方
公
共
団
体
等
は
、
報
道
機
関
に
対
し
て
積

極
的
に
情
報
伝
達
に
関
す
る
協
力
を
求
め
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
ま
た

極
的
に
情
報
伝
達
に
関
す
る
協
力
を
求
め
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
ま
た

、
こ
れ
ら
の
情
報
提
供
に
関
し
て
は
、
要
配
慮
者
及
び
一
時
滞
在
者
等
に

、
こ
れ
ら
の
情
報
提
供
に
関
し
て
は
、
要
配
慮
者
及
び
一
時
滞
在
者
等
に

十
分
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
発
信
す
る
情
報
は
関
係

十
分
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
発
信
す
る
情
報
は
関
係

機
関
の
間
で
共
有
に
努
め
、
相
互
に
齟
齬
の
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る

機
関
の
間
で
共
有
に
努
め
、
相
互
に
齟
齬
の
無
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る

。

。

⑸

防
護
措
置

⑸

防
護
措
置

［
略
］

［
同
上
］

①

避
難
及
び
一
時
移
転

①

避
難
及
び
一
時
移
転

［
略
］

［
同
上
］

具
体
的
な
避
難
及
び
一
時
移
転
の
措
置
は
、
原
子
力
災
害
対
策
重
点

具
体
的
な
避
難
及
び
一
時
移
転
の
措
置
は
、
原
子
力
災
害
対
策
重
点

区
域
の
内
容
に
合
わ
せ
て
、
以
下
の
と
お
り
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

区
域
の
内
容
に
合
わ
せ
て
、
次
の
と
お
り
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

［
略
］

［
同
上
］

［
略
］

［
同
上
］

②

屋
内
退
避

②

屋
内
退
避

屋
内
退
避
は
、
住
民
等
が
比
較
的
容
易
に
採
る
こ
と
が
で
き
る
対
策

屋
内
退
避
は
、
住
民
等
が
比
較
的
容
易
に
採
る
こ
と
が
で
き
る
対
策

で
あ
り
、
放
射
性
物
質
の
吸
入
抑
制
や
中
性
子
線
及
び
ガ
ン
マ
線
を
遮

で
あ
り
、
放
射
性
物
質
の
吸
入
抑
制
や
中
性
子
線
及
び
ガ
ン
マ
線
を
遮

蔽
す
る
こ
と
に
よ
り
被
ば
く
の
低
減
を
図
る
防
護
措
置
で
あ
る
。
屋
内

蔽
す
る
こ
と
に
よ
り
被
ば
く
の
低
減
を
図
る
防
護
措
置
で
あ
る
。
屋
内

退
避
は
、
避
難
の
指
示
等
が
国
等
か
ら
行
わ
れ
る
ま
で
放
射
線
被
ば
く

退
避
は
、
避
難
の
指
示
等
が
国
等
か
ら
行
わ
れ
る
ま
で
放
射
線
被
ば
く

の
リ
ス
ク
を
低
減
し
な
が
ら
待
機
す
る
場
合
や
、
避
難
又
は
一
時
移
転

の
リ
ス
ク
を
低
減
し
な
が
ら
待
機
す
る
場
合
や
、
避
難
又
は
一
時
移
転

を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
実
施
が
困
難
な
場
合
、
国
及
び
地
方

を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
実
施
が
困
難
な
場
合
、
国
及
び
地
方

公
共
団
体
の
指
示
に
よ
り
行
う
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
病
院
や
介
護
施

公
共
団
体
の
指
示
に
よ
り
行
う
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
病
院
や
介
護
施

設
に
お
い
て
は
避
難
よ
り
も
屋
内
退
避
を
優
先
す
る
こ
と
が
必
要
な
場

設
に
お
い
て
は
避
難
よ
り
屋
内
退
避
を
優
先
す
る
こ
と
が
必
要
な
場
合

合
が
あ
り
、
こ
の
場
合
は
、
一
般
的
に
遮
蔽
効
果
や
建
屋
の
気
密
性
が

が
あ
り
、
こ
の
場
合
は
、
一
般
的
に
遮
蔽
効
果
や
建
屋
の
気
密
性
が
比
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比
較
的
高
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
屋
へ
の
屋
内
退
避
が
有
効
で
あ
る
。

較
的
高
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
屋
へ
の
屋
内
退
避
が
有
効
で
あ
る
。

具
体
的
な
屋
内
退
避
の
措
置
は
、
原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域
の
内

具
体
的
な
屋
内
退
避
の
措
置
は
、
原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域
の
内

容
に
合
わ
せ
て
、
以
下
の
と
お
り
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

容
に
合
わ
せ
て
、
次
の
と
お
り
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

［
略
］

［
同
上
］

［
略
］

［
同
上
］

③

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
及
び
服
用

③

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
予
防
服
用

放
射
性
ヨ
ウ
素
に
よ
る
甲
状
腺
の
内
部
被
ば
く
の
予
防
又
は
低
減
を

放
射
性
ヨ
ウ
素
に
よ
る
内
部
被
ば
く
を
防
ぐ
た
め
、
原
則
と
し
て
、

す
る
た
め
、
原
則
と
し
て
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
服
用
の
必
要
性
を

原
子
力
規
制
委
員
会
が
服
用
の
必
要
性
を
判
断
し
、
原
子
力
災
害
対
策

判
断
し
、
原
子
力
災
害
対
策
本
部
又
は
地
方
公
共
団
体
の
指
示
に
基
づ

本
部
又
は
地
方
公
共
団
体
の
指
示
に
基
づ
い
て
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
服

い
て
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
服
用
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
原
子
力
規
制
委

用
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
原
子
力
規
制
委
員
会
の
判
断
及
び
原
子
力
災

員
会
の
判
断
及
び
原
子
力
災
害
対
策
本
部
の
指
示
は
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤

害
対
策
本
部
の
指
示
は
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
備
蓄
し
て
い
る
地
方
公
共
団

を
備
蓄
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
に
速
や
か
に
伝
達
さ
れ
る
こ
と
が
必

体
に
速
や
か
に
伝
達
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

要
で
あ
る
。

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用
に
当
た
っ
て
は
、
以
下
の
点
に
留
意
す
べ
き

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
予
防
服
用
に
当
た
っ
て
は
、
副
作
用
や
禁
忌
者
等

で
あ
る
。

に
関
す
る
注
意
を
事
前
に
周
知
す
る
ほ
か
、
次
の
点
を
留
意
す
べ
き
で

あ
る
。

・
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
効
能
又
は
効
果
は
、
放
射
性
ヨ
ウ
素
に
よ
る
甲
状

・
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用
は
、
放
射
性
ヨ
ウ
素
以
外
の
他
の
放
射
性
核

腺
の
内
部
被
ば
く
の
予
防
又
は
低
減
を
す
る
こ
と
に
限
定
さ
れ
て
お

種
に
対
し
て
は
防
護
効
果
が
無
い
。

り
、
放
射
性
ヨ
ウ
素
以
外
の
放
射
性
核
種
に
対
し
て
は
服
用
効
果
が

な
い
。

・
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用
効
果
の
み
に
過
度
に
依
存
せ
ず
、
避
難
、
一

・
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
予
防
服
用
は
、
そ
の
防
護
効
果
の
み
に
過
度
に
依

時
移
転
、
屋
内
退
避
、
飲
食
物
摂
取
制
限
等
の
防
護
措
置
と
と
も
に

存
せ
ず
、
避
難
、
屋
内
退
避
、
飲
食
物
摂
取
制
限
等
の
防
護
措
置
と

講
ず
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
誤
飲
、
紛
失
等
の
防
止
対
策
も
講
ず

と
も
に
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
不
注
意
に
よ
る
経
口
摂
取
の

る
必
要
が
あ
る
。

防
止
対
策
も
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

・
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用
効
果
が
十
分
に
得
ら
れ
る
よ
う
、
服
用
の
タ

・
緊
急
時
に
投
与
・
服
用
す
る
場
合
は
、
精
神
的
な
不
安
な
ど
に
よ
り

イ
ミ
ン
グ
の
重
要
性
に
つ
い
て
平
時
か
ら
周
知
し
、
服
用
の
タ
イ
ミ

平
時
に
は
見
ら
れ
な
い
反
応
が
認
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

ン
グ
に
係
る
決
定
・
指
示
を
適
切
に
行
う
必
要
が
あ
る
。

・
妊
婦
、
授
乳
婦
及
び
未
成
年
者
（
乳
幼
児
を
含
む
。
）
は
、
安
定
ヨ

・
年
齢
に
応
じ
た
服
用
量
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
乳
幼
児
に

ウ
素
剤
の
服
用
を
優
先
す
べ
き
対
象
者
で
あ
る
。

つ
い
て
は
過
剰
服
用
に
注
意
し
、
服
用
量
を
守
っ
て
投
与
す
る
必
要

が
あ
る
。

・
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
成
分
等
に
照
ら
す
と
、
副
作
用
と
し
て
急
性
の
ア

［
加
え
る
。
］
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レ
ル
ギ
ー
反
応
が
生
じ
る
可
能
性
は
極
め
て
低
い
が
、
こ
れ
に
対
応

で
き
る
体
制
を
整
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

・
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
異
常
に
よ
る
中
長
期
的
な
健
康
影
響
は
、

［
加
え
る
。
］

単
回
服
用
で
生
じ
る
可
能
性
は
極
め
て
低
い
が
、
新
生
児
が
服
用
し

た
場
合
の
甲
状
腺
機
能
低
下
症
は
経
過
観
察
す
る
等
の
配
慮
が
必
要

で
あ
る
。

・
地
方
公
共
団
体
は
、
服
用
指
示
が
出
た
際
に
、
服
用
を
優
先
す
べ
き

［
加
え
る
。
］

対
象
者
や
保
護
者
等
が
服
用
を
ち
ゅ
う
ち
ょ
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う

、
服
用
に
よ
る
副
作
用
の
リ
ス
ク
よ
り
も
、
服
用
し
な
い
こ
と
に
よ

る
甲
状
腺
の
内
部
被
ば
く
の
リ
ス
ク
の
方
が
大
き
い
こ
と
に
つ
い
て

、
平
時
か
ら
住
民
に
周
知
を
行
う
。

ま
た
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
及
び
服
用
の
方
法
は
、
原
子
力
災
害

ま
た
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用
の
方
法
は
、
原
子
力
災
害
対
策
重
点

対
策
重
点
区
域
の
内
容
に
合
わ
せ
て
以
下
の
と
お
り
と
す
る
べ
き
で
あ

区
域
の
内
容
に
合
わ
せ
て
次
の
と
お
り
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。

る
。

・
Ｐ
Ａ
Ｚ
内
に
お
い
て
は
、
全
面
緊
急
事
態
に
至
っ
た
時
点
で
、
直
ち

・
Ｐ
Ａ
Ｚ
に
お
い
て
は
、
全
面
緊
急
事
態
に
至
っ
た
時
点
で
、
直
ち
に

に
、
避
難
と
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用
に
つ
い
て
原
子
力
災
害
対
策
本

、
避
難
と
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用
に
つ
い
て
原
子
力
災
害
対
策
本
部

部
又
は
地
方
公
共
団
体
が
指
示
を
出
す
た
め
、
原
則
と
し
て
、
そ
の

又
は
地
方
公
共
団
体
が
指
示
を
出
す
た
め
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
指

指
示
に
従
い
服
用
す
る
。
た
だ
し
、
施
設
敷
地
緊
急
事
態
要
避
難
者

示
に
従
い
服
用
す
る
。
た
だ
し
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
服
用
で
き
な
い

は
、
施
設
敷
地
緊
急
事
態
に
お
い
て
、
優
先
的
に
避
難
す
る
。

者
、
放
射
性
ヨ
ウ
素
に
よ
る
甲
状
腺
被
ば
く
の
健
康
影
響
が
大
人
よ

り
も
大
き
い
乳
幼
児
、
乳
幼
児
の
保
護
者
等
に
つ
い
て
は
、
安
定
ヨ

ウ
素
剤
を
服
用
す
る
必
要
性
の
な
い
段
階
で
あ
る
施
設
敷
地
緊
急
事

態
に
お
い
て
、
優
先
的
に
避
難
す
る
。

・
Ｐ
Ａ
Ｚ
外
に
お
い
て
は
、
全
面
緊
急
事
態
に
至
っ
た
後
に
、
原
子
力

・
Ｐ
Ａ
Ｚ
外
に
お
い
て
は
、
全
面
緊
急
事
態
に
至
っ
た
後
に
、
原
子
力

施
設
の
状
況
や
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
等
に
応
じ
て
、
避
難
又

施
設
の
状
況
や
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
等
に
応
じ
て
、
避
難
や

は
一
時
移
転
と
併
せ
て
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
及
び
服
用
に
つ
い
て

一
時
移
転
等
と
併
せ
て
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
・
服
用
に
つ
い
て
、

、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
必
要
性
を
判
断
し
、
原
子
力
災
害
対
策
本

原
子
力
規
制
委
員
会
が
必
要
性
を
判
断
し
、
原
子
力
災
害
対
策
本
部

部
又
は
地
方
公
共
団
体
が
指
示
を
出
す
た
め
、
原
則
と
し
て
、
そ
の

又
は
地
方
公
共
団
体
が
指
示
を
出
す
た
め
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
指

指
示
に
従
う
。

示
に
従
い
服
用
す
る
。

④

原
子
力
災
害
医
療

④

原
子
力
災
害
医
療

原
子
力
災
害
時
に
は
、
汚
染
や
被
ば
く
の
可
能
性
の
あ
る
傷
病
者
に

原
子
力
災
害
時
に
は
、
汚
染
や
被
ば
く
の
可
能
性
の
あ
る
傷
病
者
に

対
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
整
備
し
た
原
子
力
災
害
医
療
体
制
に
基
づ
い
て

対
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
整
備
し
た
医
療
体
制
に
基
づ
い
て
、
初
期
対
応
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、
初
期
対
応
段
階
に
お
け
る
医
療
処
置
を
円
滑
に
行
う
。

段
階
に
お
け
る
医
療
処
置
を
円
滑
に
行
う
。

［
略
］

［
同
上
］

原
子
力
災
害
医
療
調
整
官
は
、
医
療
機
関
、
消
防
機
関
等
に
対
し
て

原
子
力
災
害
医
療
調
整
官
は
、
医
療
機
関
、
消
防
機
関
等
に
対
し
て

搬
送
す
る
患
者
の
汚
染
や
推
定
被
ば
く
線
量
に
基
づ
い
て
、
そ
の
搬
送

搬
送
す
る
患
者
の
汚
染
や
推
定
被
ば
く
線
量
に
基
づ
い
て
、
そ
の
搬
送

先
を
適
切
か
つ
迅
速
に
指
示
す
る
。
そ
の
際
、
救
急
医
療
体
制
を
活
用

先
を
適
切
か
つ
迅
速
に
指
示
す
る
。
そ
の
際
、
救
急
医
療
体
制
を
活
用

し
、
医
療
機
関
に
対
し
て
傷
病
者
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
指
示
し
、
そ

し
、
医
療
機
関
に
対
し
て
傷
病
者
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
指
示
し
、
そ

の
受
入
れ
を
確
認
す
る
。
特
に
、
重
篤
な
傷
病
者
に
つ
い
て
は
指
定
さ

の
受
入
れ
を
確
認
す
る
。
特
に
、
重
篤
な
傷
病
者
に
つ
い
て
は
指
定
さ

れ
た
拠
点
病
院
等
に
搬
送
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
原
子
力
災
害

れ
た
拠
点
病
院
等
に
搬
送
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
原
子
力
災
害

医
療
調
整
官
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
他
の
立
地
道
府
県
等
に
対
し
て
原

医
療
調
整
官
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
他
の
立
地
道
府
県
等
に
対
し
て
原

子
力
災
害
医
療
派
遣
チ
ー
ム
の
派
遣
要
請
を
行
い
、
立
地
道
府
県
等
内

子
力
災
害
医
療
派
遣
チ
ー
ム
の
派
遣
要
請
を
行
い
、
立
地
道
府
県
等
内

の
拠
点
病
院
等
へ
派
遣
す
る
。
さ
ら
に
、
原
子
力
災
害
医
療
調
整
官
は

の
拠
点
病
院
等
へ
派
遣
す
る
。
さ
ら
に
、
原
子
力
災
害
医
療
調
整
官
は

、
放
射
性
ヨ
ウ
素
の
放
出
が
予
想
さ
れ
る
場
合
や
放
出
さ
れ
た
場
合
に

、
放
射
性
ヨ
ウ
素
の
放
出
が
予
想
さ
れ
る
場
合
や
放
出
さ
れ
た
場
合
に

は
、
原
則
と
し
て
、
国
の
指
示
に
基
づ
い
て
、
速
や
か
に
安
定
ヨ
ウ
素

は
、
原
則
と
し
て
、
国
の
指
示
に
基
づ
い
て
、
速
や
か
に
安
定
ヨ
ウ
素

剤
を
服
用
す
る
よ
う
に
伝
達
す
る
。
立
地
道
府
県
等
は
、
国
か
ら
の
指

剤
を
投
与
す
る
よ
う
に
伝
達
す
る
。
立
地
道
府
県
等
は
、
国
か
ら
の
指

示
に
基
づ
き
、
避
難
退
域
時
検
査
及
び
簡
易
除
染
等
を
実
施
す
る
。
立

示
に
基
づ
き
、
避
難
退
域
時
検
査
及
び
簡
易
除
染
等
を
実
施
す
る
。
立

地
道
府
県
等
は
、
内
部
被
ば
く
の
可
能
性
が
高
い
場
合
に
は
、
鼻
ス
メ

地
道
府
県
等
は
、
内
部
被
ば
く
の
可
能
性
が
高
い
場
合
に
は
、
鼻
ス
メ

ア
及
び
甲
状
腺
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
更
に
は
詳
細
な
内
部
被
ば
く
線
量
を

ア
及
び
甲
状
腺
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
さ
ら
に
は
詳
細
な
内
部
被
ば
く
線

推
定
す
る
た
め
、
指
定
さ
れ
た
拠
点
病
院
又
は
高
度
被
ば
く
医
療
支
援

量
を
推
定
す
る
た
め
、
指
定
さ
れ
た
拠
点
病
院
又
は
高
度
被
ば
く
医
療

セ
ン
タ
ー
に
搬
送
す
る
。

支
援
セ
ン
タ
ー
に
搬
送
す
る
。

⑤

避
難
退
域
時
検
査
等
及
び
除
染

⑤

避
難
退
域
時
検
査
等
及
び
除
染

［
略
］

［
同
上
］

避
難
退
域
時
検
査
及
び
簡
易
除
染

避
難
退
域
時
検
査
及
び
簡
易
除
染

（ⅰ）

（ⅰ）

［
略
］

［
同
上
］

な
お
、
避
難
退
域
時
検
査
及
び
簡
易
除
染
は
、
避
難
及
び
一
時
移

な
お
、
避
難
退
域
時
検
査
及
び
簡
易
除
染
は
、
避
難
や
一
時
移
転

転
の
迅
速
性
を
損
な
わ
な
い
よ
う
十
分
留
意
し
て
行
う
。

の
迅
速
性
を
損
な
わ
な
い
よ
う
十
分
留
意
し
て
行
う
。

［
略
］

［
同
上
］

［
略
］

［
同
上
］

（イ）

（イ）

簡
易
除
染
の
方
法

簡
易
除
染
の
方
法

（ロ）

（ロ）

［
略
］

［
同
上
］

内
部
被
ば
く
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、
指
定
さ
れ
た
拠
点
病
院

内
部
被
ば
く
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、
指
定
さ
れ
た
拠
点
病
院

等
に
搬
送
す
る
。

に
搬
送
す
る
。
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［
略
］

［
同
上
］

［
略
］

［
同
上
］

（ⅱ）

（ⅱ）

甲
状
腺
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

甲
状
腺
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

（ⅲ）

（ⅲ）

甲
状
腺
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
、
避
難
退
域
時
検
査
及
び
簡
易
除
染
の

甲
状
腺
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
、
避
難
退
域
時
検
査
及
び
簡
易
除
染

結
果
や
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
等
を
踏
ま
え
、
放
射
性
ヨ
ウ

の
結
果
や
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
等
を
踏
ま
え
、
放
射
性
ヨ

素
に
よ
る
甲
状
腺
の
内
部
被
ば
く
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
に
行
う
。
た

ウ
素
に
よ
る
内
部
被
ば
く
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
に
行
う
。
た
だ
し
、

だ
し
、
甲
状
腺
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
は
正
確
な
甲
状
腺
被
ば
く
線
量
を

甲
状
腺
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
計
測
で
は
正
確
な
甲
状
腺
被
ば
く
線
量
を

推
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
。

推
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
。

［
略
］

［
同
上
］

⑥

飲
食
物
の
摂
取
制
限

⑥

飲
食
物
の
摂
取
制
限

飲
食
物
の
摂
取
制
限
は
、
飲
食
物
中
の
放
射
性
核
種
濃
度
の
測
定
を

飲
食
物
の
摂
取
制
限
は
、
飲
食
物
中
の
放
射
性
核
種
濃
度
の
測
定
を

行
い
、
一
定
以
上
の
濃
度
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
、
該
当
す
る
飲
食
物

行
い
、
一
定
以
上
の
濃
度
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
、
該
当
す
る
飲
食
物

の
摂
取
を
回
避
す
る
こ
と
で
経
口
摂
取
に
よ
る
内
部
被
ば
く
の
低
減
を

の
摂
取
を
回
避
す
る
こ
と
で
経
口
摂
取
に
よ
る
内
部
被
ば
く
の
低
減
を

図
る
防
護
措
置
で
あ
る
。
ま
た
、
飲
食
物
の
摂
取
制
限
を
講
ず
る
際
は

図
る
防
護
措
置
で
あ
る
。
ま
た
、
飲
食
物
の
摂
取
制
限
を
講
じ
る
際
は

、
必
要
に
応
じ
て
摂
取
制
限
が
措
置
さ
れ
て
い
る
区
域
の
外
か
ら
代
替

、
必
要
に
応
じ
て
摂
取
制
限
が
措
置
さ
れ
て
い
る
区
域
の
外
か
ら
代
替

と
な
る
飲
食
物
を
提
供
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

と
な
る
飲
食
物
を
提
供
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

具
体
的
な
飲
食
物
の
摂
取
制
限
の
措
置
は
、
空
間
放
射
線
量
率
等
に

具
体
的
な
飲
食
物
の
摂
取
制
限
の
措
置
は
、
空
間
放
射
線
量
率
等
に

基
づ
き
以
下
の
と
お
り
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

基
づ
き
次
の
と
お
り
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

・
空
間
放
射
線
量
率
が
Ｏ
Ｉ
Ｌ
２
を
超
え
る
地
域
を
特
定
し
、
一
時
移

・
空
間
放
射
線
量
率
が
Ｏ
Ｉ
Ｌ
２
を
超
え
る
地
域
を
特
定
し
、
一
時
移

転
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
当
該
地
域
の
地
域
生
産
物
の
摂
取

転
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
当
該
地
域
の
地
域
生
産
物
の
摂
取

を
制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
飲
食
物
の
放
射
性
核
種
濃

を
制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
飲
食
物
の
放
射
性
核
種
濃

度
の
測
定
結
果
が
得
ら
れ
た
段
階
で
は
、
Ｏ
Ｉ
Ｌ
６
の
結
果
に
基
づ

度
の
測
定
結
果
が
得
ら
れ
た
段
階
で
は
、
Ｏ
Ｉ
Ｌ
６
の
結
果
に
基
づ

き
、
飲
食
物
の
摂
取
制
限
が
判
断
さ
れ
る
。

き
、
飲
食
物
の
摂
取
制
限
が
判
断
さ
れ
る
。

［
略
］

［
同
上
］

［
略
］

［
同
上
］

［
略
］

［
同
上
］

⑦

防
災
業
務
関
係
者
の
防
護
措
置

⑦

防
災
業
務
関
係
者
の
防
護
措
置

防
災
業
務
関
係
者
に
つ
い
て
は
、
安
全
を
確
保
し
、
あ
る
程
度
の
被

防
災
業
務
関
係
者
に
つ
い
て
は
、
安
全
を
確
保
し
、
あ
る
程
度
の
被

ば
く
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
防
護
措
置
が
必
要
で
あ
る
。
具

ば
く
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
防
護
措
置
が
必
要
で
あ
る
。
具

体
的
に
は
、
直
読
式
個
人
線
量
計
（
ポ
ケ
ッ
ト
線
量
計
、
ア
ラ
ー
ム
メ

体
的
に
は
、
直
読
式
個
人
線
量
計
（
ポ
ケ
ッ
ト
線
量
計
、
ア
ラ
ー
ム
メ

ー
タ
等
）
、
被
ば
く
を
低
減
す
る
た
め
の
防
護
マ
ス
ク
及
び
そ
の
フ
ィ

ー
タ
等
）
、
被
ば
く
を
低
減
す
る
た
め
の
防
護
マ
ス
ク
及
び
そ
の
フ
ィ
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ル
タ
並
び
に
必
要
な
保
護
衣
を
十
分
な
数
量
を
配
布
す
る
と
と
も
に
、

ル
タ
並
び
に
必
要
な
保
護
衣
を
十
分
な
数
量
を
配
布
す
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
服
用
さ
せ
る
こ
と
、
後
日
に
お
い
て

必
要
に
応
じ
て
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
予
防
服
用
さ
せ
る
こ
と
、
後
日
に
お

ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー
に
よ
る
内
部
被
ば
く
測
定
を
行
う
こ
と
等

い
て
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー
に
よ
る
内
部
被
ば
く
測
定
を
行
う
こ

が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
輸
送
手
段
及
び
連
絡
手
段
の
確
保
が
必
要

と
等
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
輸
送
手
段
、
連
絡
手
段
の
確
保
が
必

で
あ
る
。

要
で
あ
る
。

［
略
］

［
同
上
］

⑧

［
略
］

⑧

［
同
上
］

⑹

核
燃
料
物
質
等
の
輸
送
時
の
災
害
対
策

⑹

核
燃
料
物
質
等
の
輸
送
時
の
災
害
対
策

原
子
力
施
設
内
の
事
故
だ
け
で
は
な
く
、
原
子
力
施
設
外
に
お
け
る
核

原
子
力
施
設
内
の
事
故
だ
け
で
は
な
く
、
原
子
力
施
設
外
に
お
け
る
核

燃
料
物
質
等
の
輸
送
時
に
お
け
る
事
故
に
よ
り
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る

燃
料
物
質
等
の
輸
送
時
に
お
け
る
事
故
に
よ
り
原
子
力
災
害
が
発
生
す
る

場
合
も
あ
る
た
め
、
同
様
に
対
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。
放
射
性
物
質

場
合
も
あ
る
た
め
、
同
様
に
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。
放
射
性
物
質

の
漏
え
い
又
は
遮
蔽
性
能
が
劣
化
す
る
等
の
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は

の
漏
え
い
又
は
遮
蔽
性
能
が
劣
化
す
る
等
の
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は

、
炉
規
法
に
基
づ
き
、
原
子
力
事
業
者
及
び
原
子
力
事
業
者
か
ら
運
搬
を

、
炉
規
法
に
基
づ
き
、
原
子
力
事
業
者
及
び
原
子
力
事
業
者
か
ら
運
搬
を

委
託
さ
れ
た
者
の
責
任
の
下
、
救
出
、
消
火
活
動
、
立
入
制
限
区
域
の
設

委
託
さ
れ
た
者
の
責
任
の
下
、
救
出
、
消
火
活
動
、
立
入
制
限
区
域
の
設

定
、
汚
染
、
漏
え
い
拡
大
防
止
対
策
、
遮
蔽
対
策
等
の
緊
急
時
の
措
置
が

定
、
汚
染
、
漏
え
い
拡
大
防
止
対
策
、
遮
蔽
対
策
等
の
緊
急
時
の
措
置
が

行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
の
際
、
事
故
発
生
場
所
が
あ
ら

行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
の
際
、
事
故
発
生
場
所
が
あ
ら

か
じ
め
特
定
さ
れ
な
い
こ
と
等
の
輸
送
の
特
殊
性
を
踏
ま
え
、
原
子
力
事

か
じ
め
特
定
さ
れ
な
い
こ
と
等
の
輸
送
の
特
殊
性
を
踏
ま
え
、
原
子
力
事

業
者
及
び
原
子
力
事
業
者
か
ら
運
搬
を
委
託
さ
れ
た
者
並
び
に
国
が
主
体

業
者
及
び
原
子
力
事
業
者
か
ら
運
搬
を
委
託
さ
れ
た
者
並
び
に
国
が
主
体

的
に
災
害
対
策
を
行
う
。

的
に
災
害
対
策
を
行
う
。

第
４

原
子
力
災
害
中
長
期
対
策

第
４

原
子
力
災
害
中
長
期
対
策

［
⑴
～
⑷

略
］

［
⑴
～
⑷

同
上
］

⑸

除
染
措
置

⑸

除
染
措
置

国
、
地
方
公
共
団
体
等
は
、
放
射
性
物
質
の
影
響
を
受
け
た
地
域
に
お

国
、
地
方
公
共
団
体
等
は
、
放
射
性
物
質
の
影
響
を
受
け
た
地
域
に
お

い
て
住
民
等
が
通
常
生
活
に
復
帰
で
き
る
よ
う
、
除
染
措
置
を
講
ず
る
必

い
て
住
民
等
が
通
常
生
活
に
復
帰
で
き
る
よ
う
、
除
染
措
置
を
講
じ
る
必

要
が
あ
る
。
除
染
措
置
を
講
ず
る
際
に
は
、
社
会
的
要
因
を
考
慮
し
た
効

要
が
あ
る
。
除
染
措
置
を
講
じ
る
際
に
は
、
社
会
的
要
因
を
考
慮
し
た
効

果
的
な
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

果
的
な
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

［
略
］

［
同
上
］

⑹

［
略
］

⑹

［
同
上
］

第
５

東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
係
る
原
子
力
災
害
対

第
５

東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
係
る
原
子
力
災
害
対

策

策

［
略
］

［
同
上
］
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⑴

緊
急
事
態
区
分
及
び
緊
急
時
に
講
ず
べ
き
防
護
措
置

⑴

緊
急
事
態
区
分
及
び
緊
急
時
に
講
ず
べ
き
防
護
措
置

東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
周
辺
の
一
部
区
域
で
は

東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
周
辺
の
一
部
区
域
で
は

今
な
お
避
難
指
示
が
継
続
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
区
域
（
以
下
「
避
難

い
ま
な
お
避
難
指
示
が
継
続
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
区
域
（
以
下
「
避

指
示
区
域
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
や
居
住
制
限

難
指
示
区
域
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
や
居
住
制

区
域
で
は
住
民
の
一
時
立
入
が
行
わ
れ
て
い
る
一
方
で
、
既
に
避
難
指
示

限
区
域
で
は
住
民
の
一
時
立
入
が
行
わ
れ
て
い
る
一
方
で
、
既
に
避
難
指

が
解
除
さ
れ
た
区
域
で
は
住
民
が
帰
還
し
生
活
を
再
開
し
て
い
る
。
新
た

示
が
解
除
さ
れ
た
区
域
で
は
住
民
が
帰
還
し
生
活
を
再
開
し
て
い
る
。
新

な
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
た
適
切

た
な
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
た
適

な
防
護
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。

切
な
防
護
措
置
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

当
該
特
定
原
子
力
施
設
に
お
い
て
、
周
辺
住
民
の
防
護
措
置
が
必
要
と

当
該
特
定
原
子
力
施
設
に
お
い
て
、
周
辺
住
民
の
防
護
措
置
が
必
要
と

な
る
よ
う
な
新
た
な
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
他
の
原
子
力
施

な
る
よ
う
な
新
た
な
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
他
の
原
子
力
施

設
の
場
合
と
同
様
に
、
当
該
特
定
原
子
力
施
設
の
状
態
を
踏
ま
え
て
緊
急

設
の
場
合
と
同
様
に
、
当
該
特
定
原
子
力
施
設
の
状
態
を
踏
ま
え
て
緊
急

事
態
を
判
断
し
、
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
る
前
の
初
期
対
応
段
階
に
お

事
態
を
判
断
し
、
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
る
前
の
初
期
対
応
段
階
に
お

い
て
、
事
態
の
進
展
に
応
じ
た
予
防
的
な
防
護
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
適

い
て
、
事
態
の
進
展
に
応
じ
た
予
防
的
な
防
護
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
適

当
で
あ
る
。

当
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
る
前
の
初
期
対
応
段
階
に
お
い

こ
の
た
め
、
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
る
前
の
初
期
対
応
段
階
に
お
い

て
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
、
緊
急
事
態
を
次
の
三
つ
に
区
分
し
て
判
断

て
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
、
緊
急
事
態
を
次
の
三
つ
に
区
分
し
て
判
断

し
、
当
該
特
定
原
子
力
施
設
に
係
る
原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域
に
お
い

し
、
当
該
特
定
原
子
力
施
設
に
係
る
原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域
に
お
い

て
当
該
各
区
分
に
応
じ
た
防
護
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

て
当
該
各
区
分
に
応
じ
た
防
護
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

・
警
戒
事
態

避
難
指
示
区
域
へ
の
一
時
立
入
を
中
止
す
る
と
と
も
に
、

・
警
戒
事
態

避
難
指
示
区
域
へ
の
一
時
立
入
を
中
止
す
る
と
と
も
に
、

避
難
指
示
区
域
に
一
時
立
入
を
し
て
い
る
住
民
の
退
去
を
準
備
す
る
。

避
難
指
示
区
域
に
一
時
立
入
し
て
い
る
住
民
の
退
去
を
準
備
す
る
。

・
施
設
敷
地
緊
急
事
態

避
難
指
示
区
域
に
一
時
立
入
を
し
て
い
る
住
民

・
施
設
敷
地
緊
急
事
態

避
難
指
示
区
域
に
一
時
立
入
し
て
い
る
住
民
の

の
退
去
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
避
難
指
示
区
域
で
な
い
区
域
の
住
民

退
去
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
避
難
指
示
区
域
で
な
い
区
域
の
住
民
の

の
屋
内
退
避
を
準
備
す
る
。

屋
内
退
避
を
準
備
す
る
。

・
全
面
緊
急
事
態

避
難
指
示
区
域
で
な
い
区
域
の
住
民
の
屋
内
退
避
を

・
全
面
緊
急
事
態

避
難
指
示
区
域
で
な
い
区
域
の
住
民
の
屋
内
退
避
を

開
始
す
る
。

開
始
す
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
緊
急
事
態
区
分
に
応
じ
て
、
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ

な
お
、
こ
れ
ら
の
緊
急
事
態
区
分
に
応
じ
て
、
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ

る
前
に
予
防
的
な
防
護
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
が
、
更
に
事
態

る
前
に
予
防
的
な
防
護
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
が
、
更
に
事
態

が
悪
化
し
た
こ
と
に
よ
り
当
該
特
定
原
子
力
施
設
か
ら
放
射
性
物
質
が
放
出

が
悪
化
し
た
こ
と
に
よ
り
当
該
特
定
原
子
力
施
設
か
ら
放
射
性
物
質
が
放
出

さ
れ
た
場
合
に
は
、
他
の
原
子
力
施
設
の
場
合
と
同
様
に
、
当
該
特
定
原
子

さ
れ
た
場
合
に
は
、
他
の
原
子
力
施
設
の
場
合
と
同
様
に
、
当
該
特
定
原
子

力
施
設
の
状
況
や
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
を
踏
ま
え
、
国
の
原
子
力
災

力
施
設
の
状
況
や
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
を
踏
ま
え
、
国
の
原
子
力
災

害
対
策
本
部
が
更
な
る
防
護
措
置
の
必
要
性
を
判
断
す
る
。

害
対
策
本
部
が
更
な
る
防
護
措
置
の
必
要
性
を
判
断
す
る
。
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⑵

緊
急
事
態
区
分
を
判
断
す
る
基
準

⑵

緊
急
事
態
区
分
を
判
断
す
る
基
準

［
略
］

［
同
上
］

①

東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
設
置
さ
れ
る
原
子

①

東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
設
置
さ
れ
る
原
子

炉
施
設
の
全
号
炉
に
係
る
基
準

炉
施
設
の
全
号
炉
に
係
る
基
準

放
射
線
量
の
検
出
に
係
る
通
報
基
準
の
う
ち
、
原
子
力
事
業
所
の
区

放
射
線
量
の
検
出
に
係
る
通
報
基
準
の
う
ち
、
原
子
力
事
業
所
の
区

域
の
境
界
付
近
に
お
い
て
定
め
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
『
バ
ッ
ク
グ
ラ

域
の
境
界
付
近
に
お
い
て
定
め
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
『
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
毎
時
の
放
射
線
量
（
三
か
月
平
均
）
＋
毎
時
五
マ
イ
ク
ロ
シ

ウ
ン
ド
の
毎
時
の
放
射
線
量
（
三
ヶ
月
平
均
）
＋
毎
時
五
マ
イ
ク
ロ
シ

ー
ベ
ル
ト
』
と
す
る
。

ー
ベ
ル
ト
』
と
す
る
。

［
②
・
③

略
］

［
②
・
③

同
上
］

⑶

原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域

⑶

原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域

当
該
特
定
原
子
力
施
設
に
係
る
原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域
の
範
囲
の

当
該
特
定
原
子
力
施
設
に
係
る
原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域
の
範
囲
の

目
安
は
実
用
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
場
合
と
同
様
と
し
、
具
体
的
な
区
域

目
安
は
実
用
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
場
合
と
同
様
と
し
、
具
体
的
な
区
域

に
つ
い
て
は
関
係
地
方
公
共
団
体
が
当
該
地
域
の
地
理
的
社
会
的
状
況
等

に
つ
い
て
は
関
係
地
方
公
共
団
体
が
当
該
地
域
の
地
理
的
社
会
的
状
況
等

を
勘
案
し
て
そ
の
地
域
防
災
計
画
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。
新
た
な
緊
急

を
勘
案
し
て
そ
の
地
域
防
災
計
画
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。
新
た
な
緊
急

事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域
に
お
い

事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域
に
お
い

て
、
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
る
前
に
緊
急
事
態
区
分
に
応
じ
た
予
防
的

て
、
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
る
前
に
緊
急
事
態
区
分
に
応
じ
た
予
防
的

な
防
護
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

な
防
護
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

［
略
］

［
同
上
］

［
⑷
～
⑹

略
］

［
⑷
～
⑹

同
上
］

［
第
６
・
第
７

略
］

［
第
６
・
第
７

同
上
］

備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。
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